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第２回 総務文教委員会記録 

 

１ 日  時  令和６年３月５日(火)  午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席議員  ７名 

委 員 長  天 野 京 子   委 員  岩 澤   愛 

副 委 員 長  葭 原 利 昌   〃  宮 澤 一 照 

委 員     

員 

 島 田 竜 史   〃  霜 鳥 榮 之 

〃  今 田 亜 樹      

４ 欠席議員  １名  関 根 正 明 

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席  １名  小 嶋 正 彰（副議長） 

７ 説 明 員 １４名 

市 長  城 戸 陽 二   財 務 課 長 補 佐  上 田 かおり 

総 務 課 長  吉 越 哲 也   会 計 課 長  植 木   淳 

総 務 課 長 補 佐  長谷川 賢 治   妙高高原支所長  横 田 晃 悦 

総務課危機管理室長  山 崎   一   妙高高原支所次長  岡 田 亜貴子 

企 画 政 策 課 長  岡 田   豊   妙 高 支 所 長  東 條 義 博 

企画政策課長補佐  宮 川 尚 史   妙 高 支 所 次 長  樗 沢 良 也 

財 務 課 長  大 野 敏 宏   監 査 事 務 局 長  山 本 慎 二 

８ 事務局員  ４名 

局 長  阿 部 光 洋   主 査  櫟   かおり 

庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴   〃  貫 和 志 行 

９ 件  名 

議案第 ２ 号  令和６年度新潟県妙高市一般会計予算 

議案第 ６ 号  令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算 

議案第 12 号  令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13 号） 

議案第 14 号  昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例を

廃止する条例議定について 

議案第 15 号  妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定について 

議案第 16 号  妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定につい

て 

議案第 17 号  特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 18 号  妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例議定について 
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議案第 19 号  妙高市監査委員に関する条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 20 号  妙高市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例議定について 

閉会中の所管事務調査について 

                                                     

〇委員長（天野京子） ただいまから総務文教委員会を開会いたします。 

   まず、当委員会の審査の進め方ですが、本日は最初に総務課と支所、監査委員事務局、続いて企画政策課、次に

財務課と会計課です。明日は、初めに地域共生課、続いて市民税務課、こども教育課、最後に生涯学習課の順で行

います。 

   審査の順は、最初に令和５年度補正予算、次に条例、最後に令和６年度予算の順に行います。なお、予算につい

ては、課長から歳出、関連歳入等の説明を受けた後、歳出、歳入等の順で審査を進めます。 

   あらかじめ質疑予定を提出いただいております。予定のない事業は読みませんが、全体を通して質疑のある方は

最後に挙手願います。 

                                                     

  議案第１４号 昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する 

         条例を廃止する条例議定について 

〇委員長（天野京子） これより議事に入ります。 

   当委員会に付託されました案件は、議案第２号の所管事項及び議案第６号の新年度予算２件、議案第12号の所管

事項の補正予算、議案第14号から議案第20号の条例関係７件の合計10件であります。 

   委員の皆様におかれましては、質疑のポイントを明確にして、簡潔にお願いをいたします。お互いに時間どおり

進みますよう御協力をお願いをいたします。 

   それでは最初に、総務課と支所、監査委員事務局の審査に入ります。 

   まず、議案第14号 昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例

を廃止する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） おはようございます。ただいま議題となりました議案第14号 昭和天皇の崩御に伴う職員の

懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例を廃止する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、昭和天皇の崩御に伴い、昭和64年１月７日前の職員の行為について、平成元年２月24日前に受けた減給

または戒告の懲戒処分及び職員の賠償責任に基づく債務をそれぞれ将来に向かって免除するために、平成元年３月

に制定された条例について、今後対象となる懲戒処分や債務が発生することはなく、所期の目的を達成していると

判断できることから廃止したいものであります。なお、本条例の廃止後も免除についての効力が継続するよう、経

過措置を設けたものでございます。 

   以上、議案第14号について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（天野京子） これより議案第14号に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 参考までにちょっと聞かせてください。廃止することについて、いろんなどうのこうのじゃ

ないんですけども、これまでこの対象者となっていた人数なんていうのは、今の時点ではどうなのか、以前はどう

なのか、その辺をちょっと２つに分けてお聞かせいただけますか。 
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〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず、人数の話なんですけども、昭和から平成に変わったときの処分書について、この条例

に基づいてどれだけの方々が免除を受けたかということについては、ちょっと確認するものが正直ありませんでし

た。ただ、この以前にですね、旧新井市の方々においては、十数名の方々が何らかの処分を受けておりましたので、

そういった方々が当時の免除対象になったというふうに思われるところでございます。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決をいたします。 

   議案第14号 昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例を廃止

する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）の当委員会所管事項

についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）

のうち総務課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の４ページを御覧ください。第２表、繰越明許費補正の表の上から１番目、２款１項総務管理費の携

帯電話エリア整備事業は、今年度高谷池ヒュッテに基地局の整備を計画しておりましたが、基地局を運営する通信

事業者が無線機を製作、設置するに当たり、総務省に対して行う無線局免許の取得に想定より時間を要し、無線機

器の手配が遅くなったことから、年度内の終了が見込めず、次年度に事業の一部を繰り越したいものであります。

次年度におきましては、ヒュッテ荷揚げに合わせて無線機器の設置を行い、グリーンシーズンに間に合うよう、携

帯電話の不感の解消に努めてまいりたいと考えております。 

   以上、総務課所管事項について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の質疑を受けます。質疑のある方おられますか。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、高谷池のどの辺ぐらいまで不感地域なんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 今高谷池の周辺は、基本的には全体が不感地域になっております。ただ、ヒュッテの管理の

方に聞くと、少し展望のいいところに行くと、多少微弱の電波が取れる場所があるというふうに聞いております。 
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〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第１５号 妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第15号 妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第15号 妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定につ

いて御説明申し上げます。 

   本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づき、普及が進んだマイ

ナンバーカードについて、印鑑登録証や図書館利用等の市独自利用を可能とすることにより、住民の利便性の向上

を図るため、対象となる事務、手続などを定める条例を制定したいものであります。 

   以上、議案第15号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第15号に対する質疑を行います。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） こちら市独自事業で、マイナンバーカードの利用ということなんですけれども、マイナンバ

ーカードがないと今後図書館の利用ができなくなるということでしょうか、それともそうではないのか、教えてく

ださい。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） マイナンバーカードを使って図書館の利用ができるようにということでございまして、現在

お使いになっております図書カードが使えなくなるということではございません。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。このマイナンバーカードを使った独自サービスなんですが、サービ

スの開始をいつ頃を目安にしているのかということと、あと使うときにパスワードが必要なのかどうか。それから

選挙に関しては、今後マイナンバーカードを使ってというのがちょっと視野に入れているかどうかというのを教え

ていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えいたします。 

   まずスケジュール的な要素ですが、今回の議会でまず条例の議決をいただいた後に、このマイナンバーカード全

体を管理します地方公共団体情報システム機構、通称Ｊ―ＬＩＳと呼んでいる組織がありますが、そちらのほうに

市として独自利用を行いたいことの申請を行います。そこが申請を受けて許可をいただいた後に、今度そのＪ―Ｌ

ＩＳという組織の中で、市が今回扱いますこのマイナンバーの独自利用に関するアプリケーションを掲載するため

に委託をですね、してその仕組みをつくっていただくという作業が約半年ぐらいかかる予定になっております。そ

れが終わりましてから、正式なサービスがスタートできるように、今度各市民の方がお持ちになっているマイナン

バーカードに必要な情報を入れて、そこから使えるようになるというスケジュールで考えているところでございま

す。 
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   それからパスワードについては、これは今回あくまで私も持っていますけど、本人がマイナンバーカードをお持

ちになったときに、本人確認をしながら手続をすることを前提で考えておりますので、パスワードは必要ないとい

う考え方で動いていくものでございます。 

   それから選挙についても、ほかの自治体では入場券を兼ねているところの動きが出てきておりまして、今後はそ

ういったものも一つの視野には入れていきたいと思っておりますが、現在のところなかなか高齢者の方々の普及が

進んでおりませんので、私ども選挙のほうについては、もう少し先になってから導入の検討をさせていただきたい

というふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決いたします。 

   議案第15号 妙高市個人番号カードの利用に関する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１６号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議定 

         について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第16号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第16号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律が公

布され、情報提供ネットワークシステムを使用して、特定個人情報の紹介や提供を行う事務及び特定個人情報がそ

れぞれ特定個人番号利用事務、利用特定個人情報と規定されることから、条例の一部を改正したいものであります。 

   なお、施行の日につきましては、法律の施行日と同一となるように規定しており、政令で後日定められることに

なっております。 

   以上、議案第16号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第16号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 
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                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第16号 妙高市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例議案について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１７号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第17号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定についてを議

題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第17号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、妙高市特別職報酬等審議会の答申に基づき、特別職である市長、副市長、教育長の給料月額をそれぞれ

１％引き上げる増額改定を行いたいため、条例の一部を改正するものであります。 

   以上、議案第17号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第17号に対する質疑を行います。宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この審議はどこでやっているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） すみません。会場ということでよろしいでしょうか。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 何か委員会とかあるんじゃない。 

〇総務課長（吉越哲也） 特別職等報酬審議会を開催して審議されたものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 議事録見せてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 議事録は公表しておりますけど。 

〇委員長（天野京子） ホームページに公表されております。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） この審議会の答申でありますので、これについてどうのこうのってそんなにあるわけじゃな

いんですけども、ただ一つ気になったのは、上げるのどうのこうのということを言っているわけじゃないんですが、

その理由の一つにね、物価高騰の社会情勢を踏まえつつという文言が１つ入っているんですよ。にもかかわらず、

じゃあといったときに、議員のところには何もそれ関わってこないという、こういう位置づけなんですね。ここで

のアンバランスの問題と、特にアンバランスといったときには、物価高騰というのはこの特別職の報酬引上げのと

ころに物価高騰の社会情勢というのは果たして一致するのかなという疑問が私にはあるんですね。こういう書き方

すると、市民感情として果たしてどうなんだという、こういう違和感を抱くんです。ただ、これは私は言っている
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だけで、これ誰に聞いてみようがないなというふうに思うんですけどね、ただそういう違和感を抱くということだ

けは、一言を申し添えておきたいなというふうに思っております。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 私自身ね、議事録を個人的にね、やっぱりこれみんなに公表するというか、そういうのがあ

るんだったら見ればいいと思うんだけれども、その中において、議員は働き悪いから上げないんだろうというふう

なね、そういうことだとは思うけれども、一つ気になることは、今の財政状況が非常にいい状況なんで、要するに

３役の給料も上げてもいいんじゃないかというような、そういう考えというのは、今の財政状況というよりも、今

後の人口減少問題、それからいろんなあらゆる面において、自主財源が非常に少なくなってくるのも事実であるし、

その辺を含めたときには、そういう見方というのは、果たしてどうなのかなと思うから、その辺は事務局のほうで

もそうですけれども、しっかりとした丁寧な説明を委員会としてやっぱり私もらいたいと思うんですよ。今は財政

はいいけれども、今後の推移からしたら、先般の総括質疑でも出ていたような、やっぱり今後の推移からしたとき

に非常に厳しくなってくるのも実情だということを踏まえながら、今回の答申、要するに上げるということに対し

て同意を得るというんだったら、私はそれすごくいいと思うんですよね。ましてや、３役今回の能登の大地震にし

ても、我々にも被害があったけれども、そういうのだとやっぱり３役は本当に、特に市長、それから副市長は24時

間体制だと思う。やっぱりそこは上げてあげなきゃいけない部分というのは私あると思うんです。そこは理解する

んだけれども、今の財政状況ということに関していうんだったら、将来的な今後の10年見据えた財政状況はどうな

のかというところまで考えるとこうですよということを説明しながら、委員会としてやっぱりやっていただきたい

と思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 委員会に提出しております資料の中に、資料６というのがございまして、令和４年度の決算

と県内市の状況というものがございます。その中では、県内の各自治体におきます市債の残高状況ですとか、基金

の残高、それから健全化の判断比率等について、こういった状況でありますということをお示しした上で御議論を

いただいているところでございます。ただ、今宮澤委員おっしゃるとおり、今後の市の財政状況は将来に向かって

どうかというところまでは、具体的な資料をお示ししていないところもありますので、その辺につきましては、今

後の審議会に御提供する資料の一つとして、検討させていただきたいというふうに思います。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第17号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 
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  議案第１８号 妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び妙高市職員の育児休業等 

         に関する条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第18号 妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び妙高市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第18号 妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例及び妙高市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、地方自治法の改正により、令和６年度から会計年度任用職員に対して、勤勉手当を支給することが可能

となることから、国家公務員、新潟県職員等との権衡を図るため、第１条による妙高市会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部改正により、会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給等に関する規定を追加する

とともに、条例の附則において、期末手当の支給割合を100分の67.5、勤勉手当の支給割合を100分の50とするよう

規定するもので、これにより年間で1.05か月の手当が増額となるものであります。 

   また、第２条による妙高市育児休業等に関する条例の一部の改正により、一般職員と同様に育児休業をしている

会計年度任用職員を勤勉手当の支給対象とするよう条例を改正したいものであります。 

   以上、議案第18号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第18号に対する質疑を行います。今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 会計年度任用職員にも勤勉手当がつくということで、少しずつ待遇は改善されていてよかっ

たなというふうに感じます。１点、勤勉手当の性質上、個々の勤務成績に応じて金額が決められるという形がある

と思うんですけれども、その辺今後どうされるのか、教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 勤勉手当につきましては、現在も正職員については、人事評価に基づく支給決定をしており

ます。今後会計年度任用職員さんについても、そちらについては適用していきたいというふうに考えておりまして、

ただ本年６月からこの条例では支給することになっておりますが、６月においてはなかなかその準備が難しいかな

と思っておりまして、12月以降の支給については、何らかの人事評価というものを入れた上で、支給率を決定して

まいりたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ６月間に合わんで12月からということなんですけども、12月にやるっていったときに、遡っ

て６月からという、こういうことは可能なんですか。本当に12月にならないと新年度分、そこに行かないとこの対

応できない、６月はじゃやらないよってそれはないよという、こういう意味合いなんですか。そこはそれでもって、

遡ってその分は出すよという、こういうことの判断になるんですか、そこはどうなっていますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ６月については、今回規定する分、通常分でお出しをしたいという考え方でございます。人

事評価については、基準日がございまして、その前の６か月間というのが評価の対象になるものですから、そうい

った関係で、12月から今回対応させていただきたいという考え方でございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 確認します。６月は従前どおり、12月は今の評価を対象にした対応をすると、こういう判断
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でいいんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 従前どおりといいますか、勤勉手当今回初めて出るものですから、６月については従前どお

りということではなくて、この規定どおりということで御理解いただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第18号 妙高市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び妙高市職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１９号 妙高市監査委員に関する条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第19号 妙高市監査委員に関する条例の一部を改正する条例議定についてを議題と

します。 

   提案理由の説明を求めます。監査委員事務局長。 

〇監査委員事務局長（山本慎二） ただいま議題となりました議案第19号 妙高市監査委員に関する条例の一部を改正

する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、地方自治法の一部改正に伴い、職員の賠償責任に関する規定に条ずれが生じることから、これを引用し

ている条例第７条第１項及び第２項の条文を整理するため、条例の一部を改正したいものであります。 

   以上、議案第19号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第19号に対する質疑を行います。ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第19号 妙高市監査委員に関する条例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 
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   よって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち総務課

所管の主なものについて御説明を申し上げます。 

   まず、歳入の主なものについて御説明申し上げます。予算書の22、23ページをお開きください。中段の10款１項11目

１節国有提供施設等所在市町村助成交付金は、陸上自衛隊関山演習場施設の固定資産税相当分が国から交付される

ものであります。 

   次に、34、35ページをお開きください。下段の16款２項１目１節のうちデジタル基盤改革支援助成金は、国が進

める情報システム標準化、共通化の準備に対して、その下の同目２節デジタル田園都市国家構想交付金のうち、デ

ジタル実装事業はオンライン施設予約システムの利用料等について交付されるものであります。 

   次に、42、43ページをお開きください。上段の16款２項５目４節災害対策事業交付金は、国の社会資本整備総合

交付金の効果促進事業として、令和６年度に作成いたします防災ハザードマップの作成に充当するものであります。 

   次に、56、57ページをお開きください。中段の17款２項６目２節電源立地地域対策交付金は、水力発電所がある

市町村に対し県を通じて交付されるもので、消防団員のヘルメット更新や消火栓の整備などに充当するものであり

ます。 

   次に、62、63ページをお開きください。中段の18款２項２目１節の物品売払収入のうち87万5000円は、令和５年

度に更新しました消防団の積載車１台と令和６年度に更新する広報車１台を売却するものであります。 

   次に、歳出について御説明申し上げます。82、83ページをお開きください。下段から次ページにかけての２款１

項１目職員能力発揮事業では、職員の職務分野や階層に応じて求められる知識、技能を高めるとともに、その能力

を最大限に発揮できるよう、人材マネジメントによる組織運営を進めてまいります。 

   86、87ページをお開きください。中段のスマート自治体推進事業では、令和７年度末までに国が策定した標準仕

様書に準拠した基幹情報システムへの移行を進めるほか、オンライン施設予約の導入及びマイナンバーカードの独

自利用に向けた基盤構築により、市のＤＸ化を推進してまいります。 

   次に、92、93ページをお開きください。下段から次ページにかけての２款１項１目市役所「ゼロ×スマート」推

進事業では、本庁舎の猛暑対策として、熱がこもる４階フロアに遮光ブラインドを設置いたします。 

   恐縮ですが、ちょっと７ページにお戻りいただけますでしょうか。７ページのほうをお願いいたします。すみま

せん。第２表、債務負担行為の上段ですけども、市内公共施設77施設の照明設備のＬＥＤ化に係る事業費は、リー

ス方式によりましてＬＥＤ化を進めるため、令和６年度から令和12年度までの12か年における77施設のＬＥＤ化に

係るリース料として、債務負担行為を設定したいものであります。 

   恐縮ですが、戻っていただきまして94、95ページをお願いいたします。上段の２款１項１目市制20周年記念準備

事業では、令和７年４月に市制20周年を迎えることから、記念事業を実施するための準備を進めるものです。 

   その下の２款１項２目広報活動推進事業では、新たに多言語による情報発信システムの導入やインスタグラムを

実施し、外国人や若者への情報発信の強化に努めてまいります。 

   大きく飛びまして、266、267ページをお開きください。上段の９款１項１目常備消防費では、上越地域消防事務
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組合の運営費に係る分担金等であります。 

   268、269ページを御覧ください。中段の９款１項２目コミュニティ防災組織育成推進事業では、自主防災組織役

員や防災士などを対象とした避難所開設運営に関する研修会を実際の避難所を会場に開催するほか、防災士を育成

するため、研修会の開催や資格取得に支援してまいりたいものであります。 

   その下段から次ページにかけましての９款１項３目消防施設・資機材整備維持管理事業では、消防団員のヘルメ

ット更新や消火栓の整備等を行い、消防活動の効率化、迅速化を図っているものであります。 

   以上で総務課所管の説明を終わります。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち総務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   歳入、歳出とも番号と事業名を申し上げます。 

   初めに歳出についてです。１番、職員能力発揮事業について。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いいたします。職員管理とかぶるかもしれないんですけども、予算の金額云々

ではなくて、前もお話ししているんですけども、若年層職員がもう物すごく離職してしまうというところで、働く

ということに対しての向き合い方とか、そもそもその終身雇用という考え方も変わってきている中で、職員も役所

に入る意気込みみたいなのも違うと思うんですけど、この地域が好きで、地域のために働きたいというこの熱い気

持ちを持って入ってくる職員がですね、やっぱりただ配属された部署で事務をやっているだけというところになる

と、なかなか人も少なくなって忙しくなってきたりとかというところで、やりがいみたいなのを見いだすのが難し

いのかなというふうに思っていて、前も若手職員のプロジェクトチームみたいな形で、まちづくりを考えてそれを

市政に生かしていこうという取組もしていたんですけれども、そういったものを業務中にも行えるような形でです

ね、積極的に取り入れて、若い人たちの意見を聞くと市でも言っているわけですから、そういった形でですね、地

域を考えるきっかけづくりと、それをいかにして反映させていくかというところでですね、職員にやりがいを持た

せるような取組がやっぱり必要なのかなというふうに思っています。いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えさせていただきます。 

   職員の方々、特に若い世代というんでしょうか、やはりいろんな意味で従来と意識は変わってきているんだろう

というのは、非常によく感じているところでございます。高い志を持って入ってきていただいているとは思ってお

りますが、一方で今の時代、転職等についてはほとんど抵抗なくされるという部分もありますし、最終的にかつて

の終身雇用、最後まで市役所でいようという気持ちがどれだけあるかというと、そこもなかなか難しいところがあ

るかなと思っております。ただ、私どもは若手の職員の方々から活躍していただくためにですね、今ほど島田委員

もありましたとおり、若手職員の実践研修みたいなのを行いまして、若いうちから政策判断みたいのが今後必要に

なるということを理解していただくような研修ですとか、あと新分野開拓研修ということで、自ら自分で選んでき

た研修については、積極的に参加していただくようなこととかについては対応してきております。今後そういった

ものを積み重ねるということと、もう少し全般的にですね、職員、特に若い職員について、管理的な職員がよく向

き合うということもやっぱりやっていかなきゃいけないんではないかというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。今の管理職が向き合うというのも、そのとおりだと思いますね。本

当に言い方あれですけど、役所って人間関係が希薄化しているというか、やっぱりみんな自分の担当を持ってやる

わけでですね、公務員がたたかれるようになってから、役所の職員飲みにばかり行ってって言われる声もあってで
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すね、職員もなかなか飲みにも行けなくなってというようなこともよくあったんですけれども、コミュニケーショ

ンを取る機会というのがやっぱり少なくなっていて、そういった管理職からのそういったコミュニケーションとか、

地域を考えるんだというマインドを持たせるというかですね、そういうところをやっぱりやっていく、それがやり

がいとか、若手職員のですね、成長にもつながっていくのかなというふうに思っています。主体性を持ってやって

いくというのが大事で、仕事にも行けるというか、市のためにもなるし、離職の抑制というところにもつながって

くるのかなというふうに思っています。 

   以上です。回答はいいです。 

〇委員長（天野京子） 質疑ですので、簡潔に質疑をお願いをいたします。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。職員能力発揮事業ということで、これ人材への投資なんだろうなというふう

に私は見ています。そこで研修もたくさんされていて、それこそ係長以上に対するマネジメント研修とか、ここの

主要事業の概要に書いてある上のほうは多分階層に応じてなんですけれども、そうではない部分ですね、例えばや

る気のある人が自分で選んだこういった研修に行って外の世界を見てきたいだとか、そういった部分にどういうふ

うに対応されているかというのを教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えさせていただきます。 

   新しい方々については、当然その公務員としての基礎的なものを学んでいただく研修というのは、採用年次にお

いて行っておりますけども、それ以外にも先ほど申し上げました主に30歳以下の方々については、令和３年度から

若手職員実践研修というのをやっております。それから、新分野開拓研修というのは自ら見つけてきた行ってみた

い研修について、こちらのほうに申出いただいて、積極的に参加できるような形で、総務課のほうで後押しをして

いるようなものもございます。あと自主研修グループというものに対する費用助成も行っておりまして、令和５年

度においては、当市の比較的若手の職員たちが新潟市の職員さんたちとの交流を深めたいということで申請をして

まいりまして、その研修についても支援をしているような形があります。いずれも、その主体性を持った研修につ

いては後押ししたいと思っておりますし、若いうちにいろんなものを見たいということであれば、それについては

積極的に後押しするような形で対応していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。先ほど島田委員がおっしゃられたことも含めて、ここにエンゲージ

メントの向上というふうに文章のところに書いてあります。まさにそれを目指すんだろうなというふうに思います

が、今の研修のお話なんですが、どうしてもやっぱり異動がありますよね、公務員の方、市役所の中で。研修後に

職員配置について多分考慮はされていると思うんですけれども、専門分野に関してだとか、その方に合った部署に

ある程度固定をするだとか、そういったような配慮はなされるのかどうかというのを教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えいたします。 

   まず職員研修につきましては、総務課だけで行っているわけではありませんので、要するに各所属に行かれた場

所において必要な研修というのは、その都度いろんな関係団体とか、国や県のほうからそういった研修の案内が来

ますので、そこの職場において必要なスキルはそういったところで受けていただくというところがございます。あ

と全体の人事管理については、いろんな意味で配慮はありますけども、若いうちからある程度一定の職場を見てい

ただきたいというのがありますので、専門職で入った方々は、ある程度固定された職場の中で回っていきますけど
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も、一般事務については、数年たつ間にいろんな場所を経験していただいて、市役所全体の業務を学んでいただく

ということが重要だと思っておりますし、城戸市長さんになられてからは、やっぱり若いうちに市民税務の税部門

と福祉部門は、早めに回るような形をしてほしいということを言われておりまして、今後はそういったものも考え

ながら人事異動しなければいけないというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） まず、お聞きしたいんですけれども、今職員の中でね、出向されている方何名ぐらいいらっ

しゃるのか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 外部の団体にということであれば、環境省に出ている職員が１名、それからＤＭＯに出てい

る職員が１名、この２名の状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 出向される方々の年数というのは、何年ぐらいをめどにしているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず環境省については、基本的に研修という形で受け入れていただいておりますけども、お

おむね１人の方については、２年を一つの目安に今まではやってきております。あとＤＭＯにつきましては、向こ

うの団体さんとの関係がございまして、今現在で行っている職員は４年目になるんでしょうかね、そういった形で

の派遣になっておりますが、それは相手の団体との協議の中で、そういう形に今なっているという状況でございま

す。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今いろんなところを経験してというね、ことがやっぱり大事だということをおっしゃられて

おりましたけれども、そこに何年も行っているということになってくると、そこに集中しちゃう、いいところも悪

いところもやっぱり分かってくるような状況になってくると、新鮮味が大事だと思うんですよね、どこにしてもそ

うだけど。１回行ってもう一回戻ってきてまたやると、そういう考えというのを私は持つべきだと思うんですけれ

ども、どうもそれらを考えたときに、いろんなところを経験させてということで、若い人たちもそうだけれども、

経験させてとかいって変わっていくのとはちょっと矛盾している部分があると思うんですけれども、その辺のお考

えはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 外部に出るに当たりまして、派遣研修という形で、こちらのほうからお願いしてそこで視野

を広げさせていただきたいという形で、研修という形で行っているものと、実際にそちらのほうの業務をつかさど

ってもらうために、相手の団体としてもある程度実践的な職員が必要ということで外部に出るものもあります。令

和６年度から後期高齢者医療連合についてもまた出ることになりますけど、相手の団体とのいろんな職務の関係で

すとか、職員数の関係について、調整の上で必要な人材をお出ししているという状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、その方がプレーヤーなのかどうか、大事だと思うけれども、でも次に育ててい

くということを考えたときには、行政としての出向もしくは直接の雇用との違いというのはあると思うんです。例

えばその方が戻ってこられたら、こっちに来たらもう全く人事交流というかね、浦島太郎になっちゃう可能性だっ

てあるかもしれないし、その辺含めてもしっかりとした考え方でやっていかなきゃいけない。幾ら優秀でも、それ

を引き継ぐ人がいなかったら、優秀な者の人材としての例えばＤＭＯにしても環境省にしてもそうですけど、人脈
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というのはつながってこない部分って私出てくると思うんですよ。その場で終わってしまうということ、そこら辺

はやっぱり行政としての責任も私あると思うんで、私いつも思うんだけれども、その辺の考え方というのは私は重

要だと思いますけれども、この辺城戸市長どのようにお考えですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   今年に入ってですかね、課長会議の中である考えを述べさせていただきました。組織が持続可能に発展していく

ためには、オンリーワンの人では駄目で、要は歯車的な人間の人がやはり組織を持続的に発展させていくためには

必要だという議論があります。要は、その人しかできないというかですね、要は人がいなくなると組織が止まって

しまうわけなので、そういう意味で、総務課長のほうには、職員人事についてはできるだけ若いうちに経験してい

ただいて様々なことを経験していただくと。それが多分全員に対して言えるかなと思っております。そういう意味

では、あまり長期のですね、１か所への体制というのは、行政の組織からするとマイナスの面も出てくるという認

識でおります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 本当におっしゃるとおりで、そのとおりだと思いますよ。基本的にね、そういう長いことい

ることによってのリスクも出てくると思うし、新しい組織なら新しい組織でやる。ただね、もう一つは逆に言えば

今度２年間だとかね、１年間の短期になってくると、その間に自分で実績を上げなきゃいけないということになる

と、要するに10年先の未来を見るんじゃなくて、その場のね、ところの実績を上げることしか考えないと、これも

またやはり将来の要するにビジョンにはちょっと近づいてこない部分もあると思うんで、その辺の見極めるのが管

理職だと思いますんで、その辺含めた考え方で、能力というのをやっていただければ、これだけの人材がいらっし

ゃるところなんですから、我々とは違うんで、その辺ぜひお願いしたいと思います。 

   委員長もう一点よろしいですか。 

〇委員長（天野京子） どうぞ。 

〇宮澤委員（宮澤一照） もう一点は、職員の皆さん方でもやはりどんどん、どんどん出世していく方と、その差がや

っぱり出てくると思うんですけど、私が勤めていた会社だとプレーヤーでいいのか、管理職でいいのかということ

を自分たちでアンケートを取って、それでプレーヤーで私はいいんだと。もう管理はしなくてもいいから、私は常

にプレーヤーでいたいんだというふうに最初っからもうそのつもりでいくと、もうこれで要するに課長に、例えば

ごますってそれで何とか上げてもらいたいということも考えんで、僕はそれでずっとやっていって、この市のため

にやっていきたいんだという気持ちがあるのと、それから管理としてこの地域、私はやはりやり遂げていきたいと、

しっかりとした私はアンケートでもいいし、その人たち、これからの若い世代のたちは、そういうふうに責任を持

つよりも、自分のここをどうしたいんだという意見を尊重していく、その辺の計らいって私大事だと思うんですよ。

民間にやっぱり近づけていくんだったら、ただ出世、出世とか、管理職になっていくということを目指すんじゃな

くて、ベクトルをこの地域の発展につなげていくことによってプラスになった部分があるんで、ぜひですね、その

辺のプレーヤーと管理職どっちなのかというアンケートを取って、それで今後の方向性として考えていく必要があ

るんじゃないかなと私は思いますが、その辺はいかがでしょうか。すみません、長くなって、申し訳ない。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 職員の人事異動に関しましては、毎年自己申告書というものを職員全員から出していただい

ております。その中には、今委員おっしゃるとおり、自分としてもう少し上の職に就きたいということを書いてく

る職員もいれば、そういったものを望まないというふうに書いてくる職員もおります。そういったものも一つの配
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慮といたしますし、あと毎年所属長との面談も行いまして、各職場の職員の皆さんの状況について、その所属長は

どういうふうに考えているかというのも、私は総務課長として全てヒアリングさせていただいて、そういったもの

をトータルで判断しながら、人事異動の素案というものをつくらせていただいた上で、市長さんと協議をさせてい

ただいているものでございますので、アンケートではございませんけども、自己申告書というのは毎年取らせてい

ただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 責任というのは、役職がつくとやる気になる、やりがいになる、本当に立場が変わればね、

人間形成もできてくるということを私ね、前の共産党のね、渡辺議員さんによく私ね、そうやって言われたことが

あって、今でもそれがね、頭の中にあるんですよ。しっかりしろということを言われたことがあるんです。党派は

別にしたって、すごくそれが頭になって勉強になっていたんだけれども、やっぱりそれは職員もそうだと思うんで

すよ。ただ、いつまでたっても職に就け、要するに役職がついていかなければ、それはある意味やる気をなくして

しまって辞めたくなってきちゃう、離職につながってくる可能性も出てきちゃう。その辺の見極めというのは、経

営者の見極めになってくるし、管理職の見極めになってくるんだと思うから、その辺を引き立てて本人がやる気に

なれるような努力というのも私は大事だと思う。その辺を含めたやはり行政経営ってやってもらいたいと思うんで

すけれども、そういう能力の勉強というかね、そういうことをやらなきゃいけないんじゃないかなと思うんですけ

れども、最後にそれはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 確かに立場が変わることによって、その職員が変わるということも十分あると思っています

し、現実にそういった形で見えている職員もいるなと思っております。ただ、本人の意向という問題と、一方でそ

この所属等に含めた今の現状がどう評価されているかということもトータルで判断させていただきながら、そちら

のほうの取扱いはさせていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） じゃ、次に移ります。２番、職員管理事業について。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） よろしくお願いします。簡潔にということだったんであれですけど、令和２年から５か年計

画の定員適正化計画最終年度になるわけですけれども、今後の推移等をお伺いできればと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 定員適正化計画につきましては、令和６年度が最終年度でありますが、現状においては、既

に定員適正化の計画よりも現職員数については下回った状況であります。これを達成しているといえば達成してい

るという状況になりますが、実感とすれば予想以上に少なくなっているんではないかというふうに思っております。

今後６年度において、次年度、次期以降のですね、定員適正化計画をつくってまいりますが、やはり気になってい

るのは、定年延長ですとか、再任用が増えてきて、従来と職員の構造が大きく変わっている状況の中で、これまで

どおりいわゆる右肩下がりの計画にするかどうかというのは、一度ちょっと立ち止まってよく考えながら、次の計

画をつくらなければいけないというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。公務員改革というか、そういったものでどんどん減らしていくとい

う中で、業務改善みたいなのが相まっていなかったからなかなか弊害が出ているのかなというふうに思っているん

ですけども、いよいよですね、人が減ってきてかなり厳しい状況になってきているというところで、辞めた職員が

会計年度、パートさんのような形でまた役所で働いていただいている例も、何人かいらっしゃると思うんですけれ
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ども、そういった嫌で辞めた方というと言い方あれですけど、若い人がすぐ辞めてしまうというところもあったり

もして、定年までいかずやめた職員にまた戻ってきていただく、また正職で頑張っていただくというような動きも

ですね、やっていく必要があるのかなというふうに思っています。いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 先ほどいわゆる転職を容易にという形をさせていただきましたけども、いろんな意味で社会

全体の労働力が流動化しているという状況があると思っております。これすぐどうこうなるかどうか分かりません

けども、例えば若いうちに一度職員として辞めた方がですね、いろんな経験を積んで、また違った形の例えば社会

人枠として募集かけたときに戻ってくること自体を全て否定するかというと、それはそうじゃないような形という

のも今後の一つの考え方としてはあるんではないかというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、３番、スマート自治体推進事業について。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。オンライン施設予約システムの導入について伺います。確認というか、これ

予約システム、要はインターネットから予約ができるよということなんですが、決済、施設予約するときに利用料

金かかるときは、お支払いをしてから完了ということになると思うんですが、その辺どうなっていますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 現在の条例の考え方は、要するに利用申込みをされて、料金を払った段階で初めて利用許可

になりますという考え方でございます。今度これがオンラインになったときにどうなるかというところですけども、

オンライン上から施設予約をするだけではなくて、ネット上での決済までできるようなものをどうにか導入してで

すね、そういった形でこのシステムを動かしていきたいというふうに考えております。その具体的なのはまだちょ

っと検証中なんですけども、考え方はそういった形で進めたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これの情報化アドバイザー業務委託料というのがあるんだけれども、この情報化アドバイザ

ーってどんな方ですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 情報化アドバイザーにつきましては、令和２年の７月からですね、お願いしている方でござ

いまして、いわゆる妙高市の今後のＤＸを進めていくための専門家として、外部の専門家の方から入っていただい

て、年間来ていただいているものでございます。システム全体の業務の最適化ですとか、あといろんなプロポーザ

ルやるときの仕様書の作成、それから審査等について御助言をいただいたりしておりますし、あと全体の市の電算

システムですね、適正化という部分では、非常に言われたのがたくさんの契約をし過ぎていると、細かく。そうい

ったものを全体にまとめるべきだというのがございまして、現在は包括委託のような形で、全体最適化業務という

ことで、カシックスという会社に入っていただいて、一括委託するような形の全体の変革をしてきておりますし、

今後については、国から求められております標準化、共通化を令和７年度までに実施しなきゃいけないものがあり

ますけども、現在そういったものの具体化について、非常にいろんな場面で御助言をいただきながら進めていると

ころでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この先進技術実証業務委託料、これは4000万もかかっているんだけれども、これに関する業

務ってこれどういうところがやっているもんなんですか。先進技術というのは、先進技術実証業務委託料。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 
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〇総務課長（吉越哲也） この委託事業につきましては、６年度に実施いたします高谷池ヒュッテに向けて、笹ヶ峰か

ら高谷池のほうまでドローンを使った自律飛行における荷物の配送をするための実証実験を行うために予算化をさ

せていただいているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ドローンを使ってやると、これは地元企業ですか、どこですか。どこに予定されているんで

しょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 今回の高谷池ヒュッテのいわゆる携帯電話の不感解消というのが、これ通信衛星を使う関係

があって、２年前に公募したところＫＤＤＩさんがスペースＸ社のスターリンクというものと提携しているという

ことがございまして、今回そちらのほうと一緒になって携帯電話の不感解消を行います。そのことによりまして、

笹ヶ峰の登山口から高谷池ヒュッテの間が携帯電話の不感が解消されますので、要するに携帯電話の電波を使って、

ドローンを自律飛行で飛ばすような実証実験をしたいと。将来的には、ヘリコプターではなくて、ドローンによる

荷揚げができるような形にまで持っていきたいというものの実証実験でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） その先進技術、こういうことを今やられるんだけれども、高谷池までですよね。民家を通し

てこうやってドローンでやっていくんだけれども、こういうのの成功事例というのは結構あるもんなんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 荷揚げ自体を具体的にやっているかというところになりますと、まだ正式にですね、動いて

いるのはそうそうないと思います。というのは、ドローン自体の機能の問題がございまして、１つはどれだけの重

量を上げられるかというその問題、それともう一つは、ドローンはバッテリーで動いている関係がございまして、

１回の充電でどの程度飛べるというその２つが大きな要素になっております。昨年の秋に１か所でやられたやつが

荷物は50キロまで上がれるというドローンがあったんですけども、その代わり走行距離は２キロしか飛べないとい

うことがございまして、そうするとなかなか今登山口からヒュッテまでは届かないという部分がありまして、それ

については技術革新の問題がありますけど、ドローンのその開発状況によって情勢は変わってくるものだというふ

うに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ以前ね、堀川元議員がね、これ質疑をされていたんだけれども、これ本当に成功するな

らいいんだけれども、結局実証実験みたいな形で4000万というのは、結構高いんじゃないかなと私思うんだけれど

も、その辺市長はどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   今回させていただくのは高谷池だと思いますけど、昨年は南部のほうでやられたと思います。これからの時代の

人の減少の中では、物流の面も含めると、やはり新しい技術に頼らなきゃいけない部分というのが出てくるという

ふうに思っております。これはただ単に高谷池だけでなく、市内全域のですね、当然災害時における孤立集落の対

策にもつながる形もありますので、ぜひこの実証実験がですね、今宮澤委員おっしゃったように、成功することが

当然望ましいというふうに思っておりますけれども、それに向けてまず実施をさせていただきたいなと思っており

ます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） 今までこういうのの検証、実験というと、約300万ぐらいが普通に載っていたんだけれども、

今回4000万ということなんで、ちょっと非常に額が大きいということと、それに伴って補助金、ドローンでやると

いうことになると、この無人航空機操縦資格取得支援というのが150万、これも関わってくるということだと私は思

いますけれども、まだ成功もしないのに150万で免許まで取ってやるということになってくると、またそこでお金が

かかって、大丈夫なのかなと私思うんだけども、やっぱりあそこまでのリスクって相当あると思うんです。まだそ

の１段階の要するに携帯もつながらない、まだそこの整備もされていない状況に、一気にそういうふうにやって果

たしていいのかどうか、段階的な措置が何でできていないのかなというふうに私は思うんですけれども、その辺は

再度ちょっと確認をしたいんですけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えさせていただきます。 

   まず、ちょっと資格の話が出ましたので、そちらのほうさっきお話しさせていただきますが、いわゆるよく言わ

れるのが空の産業革命という言葉でドローンが使われておりますけども、今市内でもいろんな方々がドローンを使

ってやっておられます。正式な免許というのは、一昨年から出来上がったものですから、そういった免許を持つと

いうことについて、やはり全体で支援をすることによって、市内にドローンをきちっと操縦できる方を増やしてい

きたいというのが１つございます。あと今回の実証実験、確かに委員さんおっしゃるように、なかなかちょっとお

高いような状況はあるんですけども、高谷池までの間の実際の携帯電話の電波の強度をですね、十分把握してドロ

ーンが自律した状態で安全に飛行できるかどうかということを事前に確認する調査というのは結構時間がかかるん

ですね。それもお金も人員がかかるものですから、そういったものはどうしても費用がかさんでいる状況がござい

ます。何回かのいろんな実験を重ねて、最終的には公開という形で実証実験の成果を皆さんから見ていただくよう

な会をつくりたいというふうに考えているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それに伴って、この燃料補給委託料200万、これも関わってくると思うんだけれども、ちなみ

に資格取得支援ということで150万かかっているんですけれども、これは何名ぐらいの方を想定されていらっしゃる

んでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず資格取得については10名の方を想定しております。それから、ちょっとその前にあった

燃料補給の関係ですけど、こちらについては、高谷池ヒュッテの携帯電話が今度不感を解消するために、そこに必

要な電力を供給するためにですね、発電機を令和５年度に設置しているんですがけど、その燃料を上げるための費

用として計上するものでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ほとんどが今宮澤さんがやってくれたんですけど、この資格取得の関係で、10名を予定して

いますよ。資格的にはクラスがあるのかどうなのか、その辺ちょっと私も全然分かんないんだけども、一律の資格

でもってできるのか、その辺はまずいかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 資格についてはですね、１等ライセンスと２等ライセンスの２つがあるんですけども、２等

ライセンスの費用が大体30万ぐらいかかる見込みでございまして、その半分という形で15万円というものを予算措

置をさせていただいているものでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 
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〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 今高谷池が中心の話題というか、議題というかになっていますけども、さっき市長の話だと、

高齢化が進んだ地域の中でも、いろんなところでもって活用できるようにと。だけども、基本的にはこれが要は携

帯電話の電波のコントロールができるって条件がなきゃならないという、こういうのも併せて入ってくるんだろう

というふうに思うんですけども、そういうのとの関係で、基本的に計画っていいますかね、いわゆるすぐこうやり

ますという、そういうことじゃないんだけども、そういう計画的なものをきちんと組立てする中でもって進めてい

かなきゃならんだろうというふうに思うんですけども、その辺の見通しはどうなんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） この実証実験をやるに当たり、令和３年度だと思いますけども、新しい技術を活用した計画

というのを策定してまいりまして、それで令和３年度については、かつて孤立の令和４年度に経験があった南部地

域での自律運行の実証実験を行い、今後は高谷池という形をとっております。先ほど申し上げましたとおり、単に

ドローンが飛ぶようになるということではなくて、将来的にそれを産業として地域の中で受け止めていただいて、

今大型ヘリでしか運べないような荷揚げについてですね、地元の方々からドローンを操作することによって、上げ

ていただくような形にまで持っていきたいというのがこちらの考え方でございます。その裾野を広げる意味では、

ライセンスも必要だろうということで、ライセンス補助の制度も創設をしているということでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そうすると、これは委託事業云々とかというんじゃなくて、市直属でもって資格も取っても

らったり、そういう事業を進めたりという、こういう方向でいくんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 資格取得につきましては、市のほうから直接取得される方に補助を出しますし、あと今回の

実証実験については、実証実験を行った結果については、こちらのほうに戻していただいて、先ほども申し上げま

したとおり、一旦ＫＤＤＩという会社でやってもらいますけど、今後その技術をですね、地元の要するにドローン

を動かせる方々が後から使えるような形で下ろしていきたいというふうな考え方を持っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 分かりました。情報アドバイザーはもういいし、カードＡＰの関係なんですが、私もこうい

う類いはちょっと分かんないでいるんですけども、独自の事業として取組をしていくという形にはなっているんで

すけども、セキュリティーの関係というのはどのような考え方でいますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 今回のですね、まずサービスの考え方についてはカードを持ってきた方に対して、対面でサ

ービスするために、こういったものを取らせていただきます。ですので、ちょっと私も今日持っていますけど、今

までは図書館カードを持って、図書を借りますっていった方が、今度はマイナンバーカードを持ってきていただい

て貸してくださいということで使えるような形になりますので、その場で本人確認は写真も入っているカードの提

示ですので、できるという考え方でございますし、もう一つ例えば落としたときどうかということもあると思うん

ですけども、マイナンバーカードの中にある情報を入れる領域がございまして、そこに市町村用の領域をＪ―ＬＩ

Ｓというところにつくってもらうんですけど、そこには簡単な文字列を入れていただいて、それが本人の認識にな

るような形になっておりますので、いわゆるマイナンバーカードのマイナンバーを使ってやるわけではなくて、こ

の新しい独自サービスの専用の文字列を使って、それが市役所の窓口等に来たときに、読み込んだ結果として本人

がその方であるということは間違いないということと、そのカードを見て本人であるということを確認できるよう

な形にしますので、そういった点では何か紛失等があったときに、そのことによって悪用されるようなことにはな
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らないような仕組みで考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 先ほど図書館の話をしたのと、それそのものがこういうパターンになるよという、そういう

認識でいいんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 簡単に言うと、図書館であれば今はバーコードリーダーでやっておりますけども、マイナン

バーカードを読み込むリーダーを一つ置いていただいて、どちらでやっていただいてもできるような形に持ってい

きたいというものでございますし、市の印鑑証明については、窓口に来られたときにお出しいただいて、読み込み

をしますと、タブレットのほうに本人の情報が出るような形にさせていただいて、申請時に本人も申請書を書かな

いし、それから受ける側も一々聞き取りをしなくても書かないでいいような形で動かしていきたいという考え方で

ございます。 

〇委員長（天野京子） 続いて５番、一般管理事業（総務課）。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。６番、行財政改革推進事業。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） よろしくお願いします。行財政改革推進事業ということで、予算書89ページになります。ま

ず、行政改革市民検討会委員謝金７万2000円ございます。毎年開催されていると思いますけども、６年度での予算

の増額は、次期行政改革大綱の関係と思われます。回数とそれから委員さんの人数を教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず、行政改革推進委員ですけども、毎年年２回開催しておりますが、令和６年度につきま

しては、次期大綱をつくるために年３回の開催を計画しているものでございます。 

   それから、委員さんについては、今まで８名になっております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 現在のこの８次の行革の実績として、これはもう令和２年、３年、４年終わって、５年もも

う終わろうとしているといったところで、これまでもその柱立て３本もありました。スマート自治体の実現、それ

から職員イノベーションと組織の最適化、そして３つ目が財政運営の強化、この３つの評価、それからこれを踏ま

えた次の第９期の大綱策定の方向性はどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 第８次の成果としますと、例えばスマート自治体の実現では、先ほどあったとおり情報化ア

ドバイザーを招請したりとか、そういったものをやってきておりますし、あと業務改善でいいますと、ＲＰＡとい

う技術を使ってきておりますが、これが令和５年度までに約3600時間の削減効果が出ているような形になっており

ますので、おおむね職員２人分ぐらいがこういったところで軽減されている要素がございます。あと職員イノベー

ションにつきましても、先ほどあったとおり定員適正化に関しては、既に状況的には達成しているところがござい

ますし、財政運営の関係については、クラウドファンディングですとか、そういったものを随時行ってきたという

ところでの一定の評価はあるんではないかというふうに思っております。 

   次期計画９期がどうかというお尋ねですけども、現在大綱にありますスマート自治体の実現ですとか、職員イノ

ベーション、それと財政運営の強化というところですけども、この視点が大きく変わるかというと、なかなかそこ

は難しいかなというふうに思っておりまして、ＩＣＴの活用によるＤＸの実現ですとか、アウトソーシングですと
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か、あと人口減少の中でも、健全財政を維持していくという視点を持ちながらですね、次の計画というのを考えて

いくのが適正ではないかというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） この予算の事業名ですよね、行財政改革推進事業であります。行政大綱の中でも、やっぱり

行政改革と言っているし、市民検討会の名称も行政改革ですしね、ちょっと調べましたら、市の組織及びその任務

の条例ですとか、行政組織規則の中でも、行政改革という使われ方がしています。そういう意味で、なかなかせっ

かくネーミングとして予算面は行財政とうたってあるんですけれども、そこら辺の整合性といいますか、バランス

といいますか、そういったものでいろんな考えはあると思うんですけれども、統一するのも一つの考えかなと思い

ますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 正直行政改革大綱という形で、たしか計画をうたいながら、事業名としては行財政改革って

言っているんですけども、一つの考え方として、平成15年頃にですね、いわゆる行政運営から行政経営という考え

方が大きく変わってきたところがございまして、そのとき頃にちょっとその事業名が変わったんではないかという

節はございます。ただ、実際今委員さんおっしゃるとおり、事業名と実際にやっている大綱のそごといいますか、

その不一致みたいのがありますので、それはちょっと次期計画をつくるときにですね、この事業名と一緒にもうち

ょっと検討させていただきたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 次に移ります。８番は取下げとなりましたので、９番、市役所「ゼロ×スマート」推進事業に

ついて。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ＣＯ２排出抑制の研究という形になるんですが、ちょっと具体的に説明してもらってもよろし

いでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ＣＯ２削減につきましては令和４年度ですか、エネルギー監視装置を入れさせていただいて、

そのことから見えてきたのが、１つは庁内の照明においては、非常にコラボホールの照明が非常に電気代を食って

いるのが分かりましたので、そういったものについては改修をさせていただきました。あとそれ以外に、今後どう

いった形で全体のＣＯ２削減ができるかということですけど、１つはやはりこの庁舎ができてももう16年ほどたちま

すので、やはり高効率的な冷暖房の機器に替えなきゃいけないという部分があるんですけども、そちらについては、

まだ設備更新をするには早過ぎる状況がありますので、今後どういった機器があるかというものを研究してまいり

たいと思っておりますし、あと太陽光発電ですとか、そういったものについても、こういった施設の中で導入がで

きないのかどうかということも含めて検討しているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） このＣＯ２排出抑制という形の中で、これセットでもって見ているわけなんですけども、ＬＥ

Ｄ化の拡大といいますかね、照明に切替えしていくという。今実際にこの庁舎の中でのＬＥＤ化そのものあるいは

今後替えていかなきゃいけないという、この辺のところの見通しはどのような形でといいますか、計画的にだと思

うんですが。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） この庁舎に関しましては、現在の事務室側と会議室側については、３か年かけまして全てＬ

ＥＤに交換をさせていただきました。ただ、それ以外の照明灯も結構この施設数がございまして、そちらについて
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はちょっと先ほども御説明したんですけども、令和６年度にＬＥＤ化、公共施設全体について、リース契約に基づ

く更新をかけたいと思っておりまして、その中でこの庁舎で残ったものも対応させていただきたいというふうに考

えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 本庁舎もそうなんだけど、支所の関係というのはどんなんなっていますか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） お答えいたします。 

   支所につきましては、妙高高原メッセのほうについては、２階のホールだとか、あと事務室だとか、研修室は全

てＬＥＤ化に替わっております。それと保健センターにつきましては、２階の部屋だけＬＥＤに替わっておりまし

て、支所でいうと、細いいろいろ機械室だとかですね、いろいろあるんですが、そういうところはまだ替わってお

りません。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   妙高支所につきましては、令和３年、４年度に改修を行いました。その中で２階のコミュニティセンターと１階

の事務室につきましては、ＬＥＤになっておりますが、そのほかの部屋につきましては、まだ既存の照明のままに

なっておりますので、今回これに合わせて更新となります。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 具体的になっているという形なんで、今後今回この本庁の絡み、その後については継続的に

検討していくという認識でよろしいですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず、照明関係については、先ほど申し上げましたとおり、この債務負担行為の中で、この

施設、それからそれ以外の公共施設76施設について、全体をＬＥＤ化するような取組を６年度以降進めさせていた

だきたいと思っております。ただ、それ以外の設備関係で効率化というものについては、更新の時期とか、そうい

ったものございますので、まだこの庁舎全体としてはまだ若いといいますか、新しいところございますので、おの

おの必要な時期に応じてやっていくということ、それから先ほどちょっと提案説明でも御説明しましたけども、夏

が非常に暑いということがございまして、４階のホールについては、今このブラインドで遮熱用のブラインドに交

換して、その効果をちょっと見たいと思っております。全体としては電気代を下げていきたいので、空調設備は極

力運転をですね、抑制していきたいと思っていますけども、あまりにも職務環境が悪いわけにもいかない部分があ

りますので、そちらのほうについては、ちょっと設備を少し工夫することでですね、環境改善が図れるように対応

していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 10番に移ります。10番、市政20周年記念準備事業。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。11番、広報活動推進事業。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。広報活動で、まず新しく多言語情報発信システムの導入というふうにありま

す。その概要を教えてください。 
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〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） この多言語情報配信システムですが、商品名としましては、カタログポケットというものを

導入いたします。このものを導入することによりまして、広報紙をですね、電子ブック化しまして、全てＵＤフォ

ントに変わったりですとか、それから多言語ということで、10か国語に変換できるような内容になります。ただ、

使い方としましては、パソコンであるとカタログポケットというところに入っていただいて、そこに今度妙高市が

登録をしますので、そうすると妙高市が登録した月々の広報紙や何かが自動的にほかの言語に変換されます。10か

国語が並んでいますので、何語で変換しますかというのをクリックしていただくと、その記事がその言葉に変わっ

ていくような仕組みになっていくものでございます。ただ、スマホに関してはすみませんけど、アプリケーション

に登録していただかないとできない部分がありまして、そこはちょっとパソコンとスマホの違いになります。ただ、

利用料についてはかからないもので、市が情報を掲載する費用は市のほうで持ちますけども、御利用者の方につい

ては御負担はないというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。それから次なんですけれども、インスタグラムの実施ということ

で、これは多分新たにインスタを始めるということだとは思うんですが、今妙高市のフェイスブックがあります。

そのフェイスブックとインスタグラムのどんな方針で、内容をどういうふうに分けるかというのがあれば教えてい

ただきたいのと、Ｘですね、旧ツイッターを使うということはあるのかどうかを教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず、インスタグラムにつきましては、令和６年度から新たな取組としてさせていただきま

す。その背景としましては、フェイスブックとインスタグラムにおいては、やっぱり年代が違うというのがはっき

りしておりまして、インスタグラムのほうは、主に20代、30代の方がお使いになっていますが、一方でフェイスブ

ックは30代以降、40代以降が中心ということがございまして、そういった若い世代にも訴求したいというものでご

ざいます。記事の内容については、同じメタというところがこれを運営しておりますので、比較的信用性は高いと

いうふうに聞いておりまして、どちらかというと、こちら毎日あるようなイベントとか出来事について、今フェイ

スブックのほうで今日こんな形のものがありましたよということをお伝えしているんですけども、まずは日記的な

形で市の出来事等をお伝えしていくということが１つ、それからホームページ等で事前にお知らせしている中で、

イベント等の開催や何か近づいてきたものについては、その前にお伝えするような形のものを取っております。現

在ラインでも、週末のイベントこういうのありますということを随時お出ししておりますが、そういったものを出

していくような形で、この新しい媒体を使っていきたいというふうに考えております。 

   あとＸの御質疑があったんですけども、現在ちょっとまだ市のほうとすれば、Ｘまでの使用については、ちょっ

と未検討でございまして、今後ちょっと課題という形で受け止めさせていただければと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今のメタというのは、どこにある会社なんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） アメリカの会社です。要するに、フェイスブックを創設されたザッカーバークさんが会社名

を変えられましたよね、確かメタという会社に。ちょっと私も十分じゃ、それでインスタグラムもフェイスブック

をメタという会社が今運営しているというふうに理解をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それすら分からない状況なんですけれども、そういうところともね、ＳＮＳも活用って非常



 

 - 24 - 

にいいと思うんですけれども、それに伴って自動車購入費191万9000円、これは何のために購入しているんでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 今回現在使っております広報取材を持っておりますジムニーという車があるんですが、それ

がちょっと老朽化が進んでいる関係がございまして、６年度に更新をさせていただきたいというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちなみに広報協力員というのは何名いらっしゃるんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ７名（後刻訂正あり）いらっしゃいます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは市内、例えば妙高地区、妙高高原地区、新井地区とそれ分けるとどういうふうな形に

なるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） まず、令和５年度すみません、６名でした。申し訳ありません。ちょっと訂正をさせていた

だきます。 

   それで妙高地域の方が１名、あと残りは住所でいうと、新井地域になります。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続きまして13番、庁舎等管理事業について。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 飛ばします。15番、自衛官募集事業について。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 先日ね、私自衛隊の入隊、入校式でちょっと私呼ばれましてね、行ったんですけれども、私

自身のフェイスブックにも出したんですが、ふるさとまつりで自衛隊の方が来てくださった。その際に、説明が非

常によくて自衛官になってみようという女性の方がいらっしゃって、それで受けて自衛官になられた、入校された

ということで、非常にいい話を私は聞きました。ただ、今30万をね、ただ投資して、広告だけで募集するだけじゃ

なくてね、例えばあらいまつりにしてもそうだし、あらゆるイベントにやっぱり協力していただけるようにしてい

くことによって、もしかしたらそこで説明をして、それに乗ることによって、今行こうとしているところからまた

自衛官になってくださるという可能性も、こうやって事例が出たということは、非常にいいことだと思うんで、ぜ

ひですね、そういう形を取っていただければと思うんですけれども、その辺のお考えはないでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 現在自衛官募集に関しては、これは法定受託という形で、３万円をいただいて、主に広報紙

への掲載とそれから懸垂幕を３か所お出しするような形で、通年を通して募集をさせていただいております。その

結果として、委員さん先ほど言われたとおり、令和６年度入隊者は３人ですし、ここ数年は毎年４人ぐらい入隊員

がいらっしゃいます。また、イベント関係での募集については、また自衛隊さんのほうからどういった形でですね、

参加したいかということをまたお聞きした上で、必要に応じては、その説明をする場というのをまたつくっていく

ことも考えさせていただきたいと思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 



 

 - 25 - 

〇宮澤委員（宮澤一照） そこに自衛隊という、やっぱりそこのところに車両をね、持ち込んでやってくれたりとか、

それがまた一つのＰＲになっている。これは消防もそうだし、警察もそうなんですけれども、そういう形を各イベ

ントでね、ただ椅子だけ並べてやっていたってそれは無理だと、そういうものがあってこそ、募集の中のやっぱり

一つのＰＲになってくる。それで、１人の方がやってみようという気持ちになったんだと思う。その辺含めて、や

っぱり国防に対してもそうですし、消防にしても、そういうところで一緒になって募集していくということが私大

事だと思うんで、ぜひですね、そういう方向性というものを声がけしていただきたい。あちらのほうもまたそれ喜

ばれると思いますし、お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、20番、コミュニティ防災組織育成推進事業について。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 防災士の関連でお伺いしたいと思います。 

   今回能登半島の地震があって、災害が発生した際のいろいろな避難所開設運営等課題も見えてきたかと思うんで

すけれども、それで私もちょっといろいろ見たところ、妙高市の防災士会ですね、ぱっと見なんですが、やっぱり

男性の方が非常に多いというふうに思います。今回能登半島のもそうですし、東北のもいろんな情報を見ていると、

やっぱり仮設トイレの位置とか、女性だと本当はちょっと怖いんだけど、ここにあるとか。いろいろな女性ならで

はの視点で、いろんな気づきがあったかと思います。そこで、女性の防災士を増やすということについて、今後ど

のようなお考えかをお伺いしたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 現在市の防災士会ですけども、約190名ぐらいの方が御登録いただいておりますけども、その

うち女性はたしか４名だったと思っております。そういったように非常に少ないという状況がございます。これま

で防災士の登録につきましては、どうしても自主防災組織の中でまだ不在の地域がありまして、そちらの地域の方々

から入っていただきたいというお願いですとか、それから初期の頃にお入りになった方々が高齢化をしてきて、世

代交代をお願いしたいという部分がどちらかというと主眼でございまして、女性の方を増やすというちょっと取組

については、御指摘のとおりちょっと欠けていた部分かなというふうに思っております。そういった意味では、実

際の被災の状況とか避難所運営のときにですね、女性の視点って非常に大事でございますので、今ほど御提案あっ

たとおり、ちょっと女性を増やしていくという方向もですね、今後取組を強くしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 同じく防災士の関係ですけども、190名ほどおられると。日常っていいますかね、通常といっ

たらいいのかな、活動形態はどのようになっていますか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 現在の活動の状況からしますと、主には市のほうで一緒に行っております避難所設営訓練の

ときに、自主防災組織さん、それからその開設職員、それから施設の管理者とプラスして防災士に参加していただ

いて、実際の被災時にはどういった運営するかということを確認していただくということが主な内容になっており

ます。それから、年に１回総会ですとか、それから研修会というのを開いておりますが、これまでの状況を見てい

ると、なかなか本当の意味で出番が多かったかというと、そうではなかった部分もありまして、やはりこれだけ大

きな組織になってきましたので、いろんな場面で出ていただくという機会をこれからつくっていくことが必要では

ないかというふうに考えております。 
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〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 要は出番をって言われたけどもね、それが必要だと思っているんですよ。関わりを持ってい

る人たちというのは、防災士の制度があって、そこにはちゃんといるんだよと。それで、それぞれの地域に結局自

主防災の絡みを含めた中に、やっぱりそこでも防災士を育成しようという形でもって、代表派遣じゃないけども、

つくっているわけですよね。ところが、そうでない人たちというのは、防災士そのものの制度とか活動とか、認識

されていないというこの辺のところがね、一番ネックになっているんじゃないかなというふうに思うんです。今ほ

どありましたように、女性の防災士っていったときもね、なかなかいないよと。今までの段階の中でいうと、要は

女性消防団という制度があって、そこでもって活動していた皆さんがね、そこから発展して防災士へという、この

辺もあるんだろうというふうに思うんですけども、要は全体もそうなんですけどね、地域のイベントっていいます

か、例えば避難訓練やりますよといったりしたときに、どれだけ関わっているかというのがあると思うんですね。

とかく消防団という形では出ていくけども、それ以外に防災士、何か防災士資格取ったけども、皆さんみんなね、

穏やかな人というか、温和な人というかね、人の前に出たくない人がいっぱいいるんだ。だから、ここのところは

ちゃんと対応していっていただきたいなというふうに思うんですね。そこでもってアピールすることによって、や

っぱり必要というのが一般の皆さんからも認識してもらえるんで、強いて言うなれば、学校の避難訓練というのは、

２学期始まったときやるんだけどね、そういうときにも関われないのかと。だから、いろいろとそこのところへ拡

大しながら対応していくという、そういうことでもって必要性を皆さんに認識してもらうというのと併せて、そこ

に育成事業も進めていくよということが必要じゃないかというふうに思うんですけども、今後の対応としてはいか

がですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） お答えいたします。 

   まさしくそのとおりだと思っているんですけども、ずっと育成はしてきたんですけども、まずは例えば各地域の

自主防災組織の中に、具体的に防災士の位置づけというのが十分認知されているかどうかというところが一つの課

題だと思っておりますし、先ほど奥ゆかしいという話もありましたけど、資格を取って、例えば地域の自主防災訓

練等の企画をしましょうといったときに、今まで人前に出てそういった企画をするとか、語るということがなかな

かできない方も結構いらっしゃる部分があって、そこがやっぱり見えてこないところが一つの課題だと思っており

ます。令和６年度については、もう少し防災士を取った方々に、そういった地域に出てどういったことを語ればい

いかとか、こういったことを伝えていきましょうということですね、まず研修会みたいのをやって、よりもう少し

自分の地域に出ていただけるような機会というのをつくるように、その方々をしむけていくというか、そういった

ところをやらなきゃいけないというふうに思っておりますし、可能であれば自主防災組織の皆さんの防災士を積極

的に使うというですね、また意識転換といいますか、そういったものをちょっとお願いするような形で、このあり

ようというものを明らかにしていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ぜひお願いしたいと思うんですよ、せっかくなので。人数も増えてきているから、今の消防

団組織との兼ね合いも見ながらどういうふうにするか、それから研修として私はね、大いに研修をしてもらうとい

う形の中で、いろんな機会を捉えるというのを併せてこの防災士会の中でもって、幾つかにブロック的に分かれる

と思うんですよ。そこでもって研修やるときに、一気に全部できないけども、それぞれに交代でもってそこでもっ

て発表するというかね、今日の組立てはこうこうこうで、云々くんぬんという形のものを交代でもってちゃんとや

っていくような訓練をしていくと。例えば避難所設営しますよと、今日は誰と誰がどうのこうので役割分担する中
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でもって、ちゃんとそこへはめ込んでいくというようなことも大いに取り組んでいく必要があるだろうと思う。そ

うしないというとね、そういうところだったらある程度できるけども、地域になっていくとね、地域へ行くといろ

んなことを言う人がいっぱいいるからやりづらいんだ。だから、その前にやっぱりそういう経験を積むような研修

をぜひやっていただきたいなというふうに思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このＡＥＤのリース料というのが112万6000円ってあるんですけれども、これはリース料何か

所ぐらいなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 総務課のほうで予算措置させていただいている部分については、38か所分を予算化させてい

ただいております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） この38か所のうちこのＡＥＤが室内にあるのは何か所でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 基本的に全て室内にあるものだというふうに思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今回の地震のときもそうなんですけれども、要するに管理者、それからその担当の方鍵が開

かなくて中に入れないということがあったと。これは、災害においても本当に大事なことだと思うんですけど、入

れない。目の前にＡＥＤがあるんだけど、中に入れなくて使えないということがこれからあるかもしれない。それ

こそ危機管理だと思うんですよね。ですので、その辺は私前々から言っているんだけれども、何とかその盗難に遭

うとか遭わない以前に、まずそれは危機管理として私はすごい重要なことだと思うんですよ。あるものがあって、

それをすぐに持っていけるのと、中にあって目の前にあってそれが取れなくて、ガラスを割っていいのかどうかと

いうことは、本当に大変なこれ私問題だと思うんで、ぜひですね、その辺を私は考えるべきだと思うんですが、そ

の辺どのように考えていられるでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 確かにこれまでもそういった御質疑というか、御意見があったのは承知しておりますが、先

ほどおっしゃられたとおり、一方で盗難も含めて、決して安いものではないという部分があって、そこまで進んで

いないという状況もございます。ＡＥＤにつきましては、公共施設が中心ですが、民間施設等もあって、市内では

かなりの数が配置されている部分もありますので、そういったものを住民の方々から知っていただくということも

一つの要素だと思いますし、加えまして盗難対策もできるようなですね、外部設置といいますか、そういったもの

をできないかというのがいろんなボックス等みたいなものがあるらしいので、ちょっと検討課題とさせていただき

たいと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 人の命はお金で代えられないと私は思います。ですんで、高い安いじゃないと思います。ぜ

ひですね、そういう方向性というのは私は取るべきだと思うし、今回の私は一般質問もあるけれども、こういう危

機管理の中では、これ本当に必要なんだなと思うことというのは本当にあったんで、そのお金に代えられない部分

だというふうに認識していただいて、外に出せてそれで使えるような考え方に方向性として持ってくることが安心、

安全に私はつながると思います。市長どうでしょうか。 
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〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   以前も質疑のほうで答えたときもあると思います。ＡＥＤって最後は人の命を救うものになるので、日頃の管理

もまた重要だというふうに思っています。特にパッドは１回使えばもう使えなくなります。それを交換していただ

かなきゃいけないという形の中では、私は一定の管理がないと、やはりＡＥＤはいざというときに機能しなくなる

というおそれやっぱりあります。先ほど総務課長言いましたけど、外部でボックスで何らかの管理ができるんであ

れば、検討していかなきゃいけないかなと思っていますけども、今現在はやはりそういう状況に多分ないというふ

うに思っていますので、その辺のところを見極めが必要かなというふうに思っています。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 先般道の駅で防災訓練したときに、非常に赤十字の新しいＡＥＤを見せていただきました。

ですんで、確かに１回使ったりとか、管理が重要だというけれども、約38か所あるその施設の中で、いかに管理し

ていくかということが命を一人でも救う、特に高齢者、もう寒くなった時期に一人でも救えるような本当に対象に

なるものだと思いますから、ぜひですね、それをしっかり管理できるようなことができるような予算措置をすべき

だと私は思います。その辺含めてお願いしたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。回答は結構です。よ

ろしくお願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ちょっと教えていただけたらと思います。 

   防災士の話に戻ってしまって非常に恐縮なんですけれども、妙高市防災士会というのは、市が育成事業の補助金

を出して、防災士を取った方だけになるのか、それとも個人で学びたくて取った方もそこに入るのかどうかという

ところの確認をお願いします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 市で育成した方に限らず、個人でお取りになった方で、会のほうに入られている方もいらっ

しゃいます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして21番、消防施設・資機材整備維持管理事業について、よろしいですか。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ消防施設なんですけれども、やっぱり非常に老朽化しているところも多くなっておりま

す。特に私の出ている妙高地域もですね、屋根がね、もう本当に滑らなくて雪が落ちてこなかったりだとか、やっ

ぱりその管理もね、だんだん年取ってくるとできなくなってくるような状況になってくるんですけれども、せめて

施設だけでもね、少しできる範囲の管理というものをやっぱり予算をつけて、例えば屋根の雪がちゃんと落ちてく

れるんだとか、そういう感じのものをですね、やってほしいということと、もう一つはせっかくそういう消防の消

火栓があるんだけれども、除雪をするのにあそこのところだけ、気をつけるんだけれども、要するに埋めていっち

ゃう部分がそういう問題がやっぱり非常に多い。だから、それを幾ら言っても頑張ってやりますって、頑張ってや

るんじゃなくて、何かあったときのことを考えてやってくれというのが一番重要なことだと思うんだけれども、そ

ういうところの連携、要するに情報をちゃんと通達することというのは、すごく私大事だと思うんですけれども、

その辺の管理というのは、どのようになっているでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 消防施設につきましては、消防資機材整備５か年計画というのを持っておりまして、それに

基づいて随時更新をかけさせていただいております。消防小屋についても、地域要望に基づいて必要なものについ
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ては、一部改築でしたりとか、あと少し年次を考えて、新築、リフォームするようなものもあったりいたします。

あとは消火栓については、基本的には消防団の方々から見ていただくということでお願いをしているところでござ

いますけれども、その積雪状況によって、なかなか手が回らない部分も一部にはあるんではないかというふうに思

っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 消防団が見てくれるんじゃなくて、除雪で除雪業者が要するにつけていっちゃうんですよ、

雪を。だから、そういうことはなるべくやっぱり除雪会議のときも言っているんだけれども、なるべくそれは市の

行政のほうからも言っておいてもらわないといけないんじゃないかなというふうに思いますんで、やはりね、その

色を塗る、ペンキを塗る、そういうことをね、やってくれることによって、すごくさびも出ない、ありがたい部分

があります。妙高地域においてはね、城戸市長が一番最初に私お願いしたときに、あの当時関山のね、温泉入り口

のところにあったところ、すぐやってくれたことについては、どれだけありがたくみんな感謝している部分があっ

て、あの当時担当でやってくださったんですけど、やっぱりね、それはね、みんな年取ってきちゃって、みんな動

けなくなってきているんで、その辺含めたですね、対応を本当に山間部行けば行くほどありますんで、雪がありま

すから、その辺を含めた対応をしていただきたいと思うんですけれども、再度いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 除雪に関することにつきましては、改めてこちらのほうからもまた除雪の部のほうにお願い

してまいりたいというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 大分押していますんで、簡潔にいきます。 

   要は、資機材の関係、管理の問題についてということになるんですけども、今もう高齢化でって言われて、雪の

問題一番大変っちゃ大変なんだけども、高齢化だけじゃなくて、団の編成替えをやることによって、団員がべらぼ

うに減ってきている、範囲が広くなっている、こういう状況の中で施設等の維持管理の実態はどうなのかと。恐ら

くね、団員の皆さん非常に苦労しておられると思うんですよ。だから、そこのところはどう対応していくかという、

その辺の会議の中もそうです、声もそうです、その辺あると思うんですけど、いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 基本的に消防施設については、団の方々からの管理をしていただいておりますけども、再編

によりまして、空いてきた施設については、地元のほうで移管したっていいますか、貸していただいたりというも

のがあったりしますし、一方で未使用のままでいまだに動いているものもあったりします。ただ全体とすると、団

員数が減っている中で、極力余計なものはないほうがいいだろうというのは一つの考え方としては持っております。

ただ、実際除却等に入るということになると、これまで地元のほうとして、まだ施設があったものについて、いき

なりなくなるのはどうかというのがあったりしまして、そこについてはその方々とのお話合いを含めて対応してい

くことになっていくことになると思いますし、あと実際の団員さん方の苦労については、ここは今年あたりはちょ

っと暖冬だったので、除雪について苦しいんだというお話は聞いておりませんけども、また春先から幹部会議、そ

れから分団長会議がございますので、その辺の意見を聞きながらですね、必要なことは対応してまいりたいと考え

ております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 雪が少なかったんでね、雪問題については、建屋の問題ですよね。それ以外にもいろいろあ

るわけですよ。先ほど消火栓の話が出ましたけどね、消火栓だってみんなそれぞれによその地域もみんな掘り出し
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をやっていてね、冬場はね。ちゃんと管理してくれています。この前に消火栓みんなかぶったりするくらいの積雪

になったりしたときにね、特に私が見えたのが妙高地区の原通地域なんかはそうなんですけども、消火栓の頭に全

部ビニールかけてね、凍結防止も含めてなんですけどね、そういうことをちゃんとやってくれているという、こう

いうのがあるんですね。これからの事態でいくと、防火水槽の関係ですよ。草刈りもしていかなきゃいけないと。

看板だって傷んでいれば直しておかなきゃいけないしというのがあったりするんです。ただ、そこのところを回り

切れるかどうか。防火水槽に関しては、泥がたまると使いものにならんという形でもって、それも何とかせんきゃ

いけないと。これは基本的には消防団員がみんなやることになっている。だけども、それをもって対応できている

かということがちょっと団員が減っているという形になるのが心配なんですよ。地域によっては、地域にも声かけ

て、一緒にどうですかという、もしそこでもって応援してもらえるんだったら、いわゆる消防団の応援団というよ

うなこういうものだってあってしかりじゃねえかなと私は思うんですね。だから、そういうのもこれから視野に入

れていかなかったら、何でもかんでも少なくなった団員の責任だみたいなことを言ってしまったんじゃ、ますます

大変だというふうに思うんですけども、いかがですか、その辺は。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 消火栓は市内大体350か所ですけど、それに比べて防火水槽がその３倍ぐらいたしか施設がご

ざいますので、そういった点ではなかなか管理が行き届かない部分もあると思っております。防火水槽の泥に関し

ては、基本的には団員の方々から頑張っていただいておりますけども、もうどうにもならなくなったものについて

は、令和５年度は何か所か市のほうで、実際業者を入れてくみ上げたところもございます。地域との連携がなかな

か難しいような施設については、市のほうの委託を使ってですね、水槽を維持するということも必要な措置だとい

うふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そういったことで、地域との関係というのはね、団員の皆さんも大変だと思うんだけども、

できるだけあらゆる機会を通じる中で、地域の主立った皆さんと顔合わせるような策を講じてもらって、親しくと

いう形でね、この前は家庭用の火災報知器のこの辺の電柱云々とか物の云々とかということも言いましたけども、

何でもいいからとにかくそういうものを使いながら、大いに接触を図ると、コミュニケーションを図るというとこ

ろにも努力していただければというふうに思いますんで、ひとつよろしくお願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 22番、災害対策事業について。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） お願いします。防災ハザードマップの作成業務委託料ということで上がっています。新しく

更新されるんだろうなというふうに思いますが、その更新のタイミングとですね、あとこれまでとハザードマップ

の中身で異なるところがあれば教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 今回の防災ハザードマップの作成なんですけども、現在の洪水浸水想定については、従来関

川の下流部分と矢代川と渋江川だけの浸水等の想定に基づいてつくったハザードマップでしたが、令和５年度にで

すね、県のほうで市内の中小の14河川についても、浸水洪水想定というものがつくられまして、今ちょっとまだ公

表まで至っていないんですけど、それがもうじき完成する予定でございます。今度それに基づいて、新たに洪水で

すとか、浸水想定に加わる地域が出てくる関係がございまして、市のほうで新たにハザードマップをつくり直して、

市民の方にまた御説明をしたいというものでございます。あと形態的にはちょっと今日落ちたんですけど、こうい

った今マップ方式じゃなくて、これ冊子の形でですね、なっているものが一般的に主流と言われておりますので、
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委託の制作においては、こういった形のもので取りまとめをしたものを最終的には全戸配布できるような形でつく

っていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） そのハザードマップの関係で、アプリ化というのはできないですか。今結構全国的にもアプ

リで、要するにその地図だとか、今その冊子にするというんですけど、やっぱり汎用性というかね、持ち運びに非

常に難点があると。やっぱりアプリに入れてぱっと、どこにいても分かるというのが出てきている。どうでしょう

か。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） すみません。今のこのハザードマップ自体が市のものがちょっとどういった形で、例えばネ

ット上ですとか、ホームページ上でちょっと検索できるようなっているかというのを私細かく承知しておりません

けども、確かに持ち歩き状態で、この地域がどういう場所かということが分かるというのは、非常に重要なところ

だと思いますので、ちょっと現状把握した上で、また必要な対応ができるんであれば、今回のマップの制作ととも

にちょっと考えさせていただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） せっかくの機会ですからね、もし可能であればぜひおやりいただければ、非常に市民の皆さ

ん喜ぶと思います。 

   それと、１つ被災者生活再建支援システム69万2000円とあります。これは昨年よりも約30万アップしていますけ

ど、これの内容といいますか、それとこのシステムの稼働というか、生かされ方ってすみません、お願いします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） この被災者生活再建支援システムですけども、これは新潟県の被災者生活再建支援システム

というものがありまして、その維持管理に係る負担金として、市のほうで構成団体でということで負担をしている

ものでございます。それでチームにいがたといいまして、被災地に行って、実際の罹災証明を出すための被災認定

とする際のチーム編成等の調査ですとか、そういった業務に使っているものでございまして、次年度ですね、多少

そのシステムの更新等がある関係で、ちょっと単年度負担金が例年に比べて増えているというふうに聞いておるも

のでございます。 

〇委員長（天野京子） ここまでその他ございませんか。全体を通して、よろしいでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続きまして、歳入についての質疑を行います。 

   ７番、災害対策事業交付金について、よろしいですね。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続きまして28番、上越ケーブルビジョン株式配当金について。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これの内容をちょっとお聞きしたいんですけども、よろしくお願いします。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 当市が所有しております妙高ケーブルビジョン株式会社の株式が４株ございまして、毎年１

株について２万5000円の配当があるものですから、その予算化をさせていただいたものでございます。令和６年度

からこれまで会計課の所管だったものが総務課のほうにということになりまして、今回こちらのほうの予算という

形で御提案しているものでございます。 



 

 - 32 - 

〇委員長（天野京子） 続きまして、31番、地方創生応援税制に対する指定寄附金について。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ900万あるんだけれども、これの内容を教えてください。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） こちらにつきましては、令和６年度に企業版ふるさと納税のいわゆる人材派遣型というもの

がございまして、そのことによって、民間企業さんから１人職員が派遣されてくることになっております。やる業

務につきましては、市のですね、ウオーキング事業を中心としました健康づくりの各種の事業について携わってい

ただいて、それについてのそこから得られるデータ等の収集とか分析をしていただくことになるんですけども、そ

の方に係る人件費相当分が総務課という形で措置をさせていただいておりまして、実際の事業に係る費用というの

は、健康保険課のほうの事業費のほうに充当するような形で対応させていただきたいものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは、企業版ふるさと納税の要はリターンみたいな感じでこっちに来る、要するに人がそ

の企業から来るということでしょうか。ということは、ちなみにどこの企業から来るんですか。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） ちょっと具体的な企業名ですけど、ヘルスケア関係を主業務としている業務に関わる会社で

ございまして、要はふるさと納税をしていただいて、その方にかかる費用も会社からふるさと納税していただいた

中でお支払いするという形態でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 要は、ふるさと納税した額の中からこれで払ってくれるということでやってくれるんですけ

れども、例えばこれって健康の増進ということで、観光地で主にやったりすることなのかね、これヘルスケア。観

光地、要するに妙高高原で。 

〇委員長（天野京子） 総務課長。 

〇総務課長（吉越哲也） 先ほどもちょっと申し上げましたとおり、主にウオーキング事業について、全体の調整役と

いうことを考えておりますので、妙高高原地域に限らず、例えばロッテさんですとか、そういったいろんなところ

で行います市民とか、それ以外の方々を対象としたウオーキング事業の全体のコーディネート役みたいな形でまず

入っていただくということと、それ以外に健康づくりの各種事業についても、広く関わっていただいて、全体の調

整なり、そこから出てくるデータの分析等をしていただくような形で雇用するものでございます。 

〇委員長（天野京子） 続きまして44番、イメージアップ名刺売上代金。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ最後になる、あとは結構ですから。ぜひね、このイメージアップ名刺、価値のある名刺

ということでね、我々もやっぱりそういうのも必要だと思うんですよ。その辺含めたね、ちょっと研究をぜひして

いただきたいと思うんですけれども、いつも同じようなマークじゃなくて、もっと例えば青学のマークに連携して

いるとか、そういう何かでいいものを作ってもらわないと、せっかくそういう形のプランがあるんだったら、ぜひ

ぜひやっていただきたいと思うんですが、よろしくお願いいたします。これ要望で結構です。よろしくお願いしま

す。時間なんでやめましょう。 

〇委員長（天野京子） これにて総務課に対する質疑を終わります。 

   申し訳ございません。午前中続けさせていただきます。 

   次に、妙高高原支所の所管事項です。 
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   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち

妙高高原支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。予算書24、25ページをお開きください。下段、15款１項１目４節妙高高原メッ

セ使用料につきましては、使用申請件数がコロナ前に戻りつつあり、今年度の状況を踏まえ、前年度比で39万6000円

増の75万6000円を計上いたしました。 

   続きまして、歳出について申し上げます。108、109ページをお開きください。109ページ中段から111ページ中段

までの２款１項７目妙高高原支所管理事業は、庁舎を含む妙高高原メッセの維持管理や設備の点検委託などに係る

ものです。 

   次に、少し飛びまして、182、183ページをお開きください。183ページ中段から下段にかけての４款１項１目妙高

高原保健センター管理事業は、保健センターの維持管理や設備の点検委託などに係るものです。 

   以上、妙高高原支所所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち妙高高原支所所管事項に対する質疑を行います。 

   歳出の23番、妙高高原支所管理事業について。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。まず、111ページの歳出のところにある電話通話通訳委託料とあるん

ですけれども、これってどういったものなのかを説明いただけたらと思います。お願いします。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） これにつきましては、インバウンド等で増加する外国人への行政サービスの一環とい

たしまして、日本語の話せない外国人からの電話での行政相談等にも対応できるよう、通訳事業者を介した３者通

話をモデル的に実施する委託料でございます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。３者通話というのは、ごめんなさい、イメージ的に電話で受話器持

って３者で通話みたいな感じですか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） まずですね、外国人から妙高高原支所に電話が入ってきます。そして、保留の状態で

通訳事業者に電話を回線を開設します。それで、いわゆるその双方外国人から支所、支所から通訳業者、通訳業者

から外国人とその３者で通話ができるようなシステムのことをいいます。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。じゃ、受話器を持ったままその中で３者でやれるという、分かりま

した。 

   あとすみません。インバウンドへの対応ということで、こういった事業を始められると思うんですが、今実際大

分インバウンドも復活してきた中で、外国人がやっぱり窓口に多くいらっしゃっているのかどうか、その対応の不

足については問題ないのかどうかを伺いたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） 今回ですね、インバウンド前、これはコロナウイルス感染症拡大前のマックスであり

ますが、令和２年２月の217名、これは妙高高原地域の外国人登録者数ですが、217名いらっしゃいました。今年１
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月、この２月の数字はまだちょっと手元にないもので、１月が275名と約1.3倍というふうになっております。この

傾向につきましては、昨年の冬あたりからですね、どうもやっぱり外国人が増えてきているという感覚を持ってお

りまして、夏頃ですね、これまで使っていた、いわゆる翻訳機を新しい、いわゆる聞き取り性能が高い翻訳機に替

えまして、対応を少しずつしてきたところでありまして、あと資料におきましても、結構外国人といろいろ対応す

ると、片言の英語が話せるようになったりとかしてきておりまして、そういうこともありまして、現時点では今対

応できているという状況になっております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。先日ちょっと妙高高原に行ったときにですね、やっぱりその外国人

の方が新しく事業を始めたりだとか、住まわれるに当たって分からないことがあると、やっぱり専門のことが多い

から、聞かれた普通のお友達とかはなかなか分からないことが多いという話も伺いました。妙高高原支所までそう

いった方が来てくださればいいんですが、来ないで誰かに相談して適当に済ませちゃうみたいなこともあったりす

ると思うので、できればなんですが、支所の窓口だけではなくて、町の中の様子というのも今後見ていっていただ

けるといいのかなというふうに思いますが、その辺いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） それぞれいろいろ情報がありまして、主に私は区長さんを通じて状況を把握しており

ます。それにおいて結構区の中でですね、しゃべれる方がですね、いらっしゃいまして、それはそれで対応しても

らっておりますが、昨年ですね、10月に外国人のいわゆるしゃべる支援の制度、そういうことも立ち上げた中でで

すね、いわゆる補うというか、それで足りない部分を補っていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 分かりました。今後また妙高高原地区って変化が激しいかと思いますので、その辺の対応も

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   51番、土石流観測機器設置場所使用料について。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 珍しいの見つけたという感じなんですよね。こういう機器がここにあるとは知らなかったん

ですけども、確認させていただきました。土石流の観測の機械がここに設置されている。この場所使用料として

5000円入っている。このいきさつについてちょっとお聞かせいただけますか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） これにつきましては、昭和53年ぐらいですかね、白田切が土石流を発生しまして、そ

の後ですね、いわゆる住民に対してやっぱりいち早く知らせるという一環の中でですね、先日委員さんからもです

ね、妙高高原支所に来ていただいて、あの装置を見てもらったんですが、そういう装置、いわゆる遠隔ですね、現

場でワイヤーが張ってあって、それが反応すると妙高高原支所にあるところに飛びまして、それからそれぞれ担当

者にメールが入るという流れになっておりますが、そういうことでいち早く地域住民の皆さんにお知らせするとい

う、そういうシステムでもあります。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 
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〇霜鳥委員（霜鳥榮之） こういうのがね、土石流が過去にあって、その観測システムという形の一つとしてここに設

置されていると。そもそもが現地は、南地獄谷ですかね、そっちの現場からいわゆるそのワイヤーでもって調整池

でもってそれ切れたら云々って形で来るんですけども、これの管理の問題でね、ここに設置されていて、実は昨日

確認してきたら、市の職員のところに異常が出たときに、異常警報がちゃんと連絡入るようになっているんですけ

ども、この管理の問題、これを管理しているという形でも、位置づけは金が入るとか、市の職員の負担になってい

るとか、この辺はどうなっていますか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） この機器の設置者につきましては、上越森林管理署であります。管理署で機器を設置

して、それを市としてその場所をお貸しするということで、貸付料をいただいているもので、特に負担とかという

のはありません。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 私ちょっと確認しておいたほうがいいのかなというふうに思うんですけどね、要はここに設

置されていますよと。その責任負担がどうなのかと。森林管理署でもっているものなんです。森林管理署なんで、

そこに通報が入ったときには、森林管理署の職員がそれを受信して現地確認というのが本来の筋なんだけども、そ

れを高原支所の職員の皆さんのところに連絡が入って、その人たちが現地確認、その情報確認という形になってい

るというのは、ちょっと筋違いということまで言わないけども、その辺のところは位置づけとしてきちんとしてお

く必要あるんじゃないかな。それが職員負担になっているよという、こういう位置づけじゃないかと思うんですけ

ども、この辺いかがですか。 

〇委員長（天野京子） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） 少し説明が不足しておりまして、その切れたという情報につきましては、上越森林管

理署にも行くようになっております。ですので、あと妙高砂防にも行くようになっていますし、そこら辺に市の職

員だけじゃなくて、それぞれ設置者にも行くようになっておりますので、市の職員だけではないということになっ

ております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それは全部そこへ行くってわけじゃないけどね、やっぱり地元であったりという形で見たと

きに、そういう位置づけになってくるよということなんです。ただ、一番近いというと、そこにいる皆さんですよ

ね。そこにいる皆さんも、例えば勤務しているときには一番近い、ところがこの間の能登の地震みたいな形になっ

たときに、必ずしもそこが近いとは言い切れないと。そういったときの責任上の問題どうなるかというあたりをや

っぱり位置づけとしてきちんとしておく必要あるんじゃないかなというふうに私感じたんですね。その辺十分御存

じだと思うんですけど、市長どんなもんですか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   私がいたときとちょっとシステムが変わったかもしれないんですけど、私は支所の職員といいますか、市の職員

のほうに入るのは、住民に知らせるべき防災行政無線を一刻も早く鳴らすという意味で、私は市の職員の下に通知

が来るという認識でおります。現場云々の責任は当然市にはなくてという形の中での認識でおりまして、そういう

役割分担はですね、むしろ分掌になっていないのであれば明確にしておく必要があろうかなと思っています。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それぞれあると思うんでね、この間たまたまああいう災害があったよと。これからはどうな
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るか分かんないよという形があるんで、やっぱりそれぞれの役割分担と位置づけの中で、いずれにしてもきちんと

しておく必要があるだろうということでお願いしておきたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） これにて妙高高原支所に対する質疑を終わります。 

   暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ０時１５分 

再開  午後 ０時１６分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   次に、妙高支所の所管事項です。 

   提案理由の説明を求めます。妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち妙高

支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入の主なものについて御説明申し上げます。予算書24、25ページをお開きください。下段の15款１項

１目３節妙高保健センター使用料並びに次の26、27ページ上段の５節妙高コミュニティセンター使用料は、施設使

用に伴う使用料です。 

   次に、74、75ページをお開きください。下段の22款５項３目１節雑入のうち妙高支所分については、複写機使用

料、自動販売機電気料設置者負担金、使用電話料のほか、妙高支所庁舎内に社会福祉協議会、上下水道局、妙高グ

リーンエナジー株式会社の３つの事務所が入っており、庁舎の維持管理経費に対して、使用面積に応じて負担金を

徴収するものです。 

   続きまして、歳出について御説明申し上げます。110、111ページをお開きください。下段から112ページ、113ペ

ージの下段にかけての２款１項８目妙高支所管理事業は、庁舎の設備点検委託などの維持管理に努めるとともに、

地域の交流拠点となるよう妙高コミュニティセンターの利用拡大を図ってまいります。 

   次に、少し飛びまして、182、183ページをお開きください。下段から184、185ページの上段にかけての４款１項

１目妙高保健センター管理事業は、施設の適正な維持管理や点検委託に係るものです。 

   以上、妙高支所所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し

上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち妙高支所所管事項に対する質疑を行いますが、

歳出、歳入とも質疑予定はございませんでした。皆様いかがでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて妙高支所に対する質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち総務課と支所に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほどといた

します。 

   それでは、休憩をいたします。 

休憩  午後 ０時２０分 

再開  午後 ０時２０分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

                                                     

  議案第６号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算 
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〇委員長（天野京子） 次に、議案第６号 令和６年度新潟県妙高市杉沢財産区特別会計予算を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（横田晃悦） ただいま議題となりました議案第６号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会

計予算について御説明申し上げます。 

   初めに、歳入の主なものについて申し上げます。予算書特100、101ページをお開きください。上段１款１項１目

の財産貸付収入につきましては、財産区有地の貸付料でありまして、27の法人、団体及び個人を予定しております。 

   続きまして、中段２款１項１目の繰越金は、令和５年度からの繰越し分で、令和４年度から５年度への繰越額が

当初見込んでいなかった県からの土地売払収入や立ち木の売却額が入札で見込みより高くなったことを理由とし

て、予算を約140万円上回っておりまして、令和６年度いわゆる新年度予算にも関係して、前年度比で36万5000円の

増となったものです。 

   その下の３款１項１目の雑入ですが、令和５年度、今年度の植林で完了となった分収造林事業における造林木の

保育に係る森林整備センターからの補助金です。 

   次に、歳出の主なものについて申し上げます。特102、103ページを御覧ください。上段１款１項１目の一般管理

費につきましては、主に財産区管理会の運営に係る経常的な経費のほか、財政調整基金積立金を計上しております。 

   その下の中段２目財産管理費は、昨年度から妙高高原小学校の児童とＳＤＧｓ推進の視点に取り組んでいる森の

学習に要する経費や杉野沢及び笹ヶ峰地区の財産区有地の景観維持並びに支障木の伐採等に要する経費のほか、先

ほどの歳入の雑入でも御説明いたしましたが、造林木の保育に係る下草刈りに要する経費が主なものです。 

   続きまして、下段２款１項１目の地区管理整備費につきましては、杉野沢区の皆様が住民福祉の増進を目的とし

て行う冬の除雪、用水、水源等の維持管理、修繕、地区内の各種団体への助成など、地域が行う事業に係る負担金

で、令和５年度と同額となります。 

   以上、議案第６号について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（天野京子） これより議案第６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第６号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計予算は、原案のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

   議事整理のため、13時まで休憩いたします。 

休憩  午後 ０時２４分 

再開  午後 １時００分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 
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   それでは、企画政策課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）の当委員会所管事項

についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

13号）のうち企画政策課所管事項について御説明申し上げます。 

   補正予算書の４ページを御覧ください。第２表、繰越明許費補正の表の上から２番目、２款１項総務管理費の企

画費は、えちごトキめき鉄道が進める大規模設備更新工事について、能生変電所の機械更新における各種機器の製

造に当たり、重要な構成部品であるがいしを製造する工場の炉が故障し、部品の調達に時間を要し、年度内の完了

が見込めないため、次年度に繰越しを行いたいものです。 

   以上、企画政策課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

   岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） どのくらいの期間、最後出来上がりまでに延びるような見込みでいらっしゃるか、教えてく

ださい。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 納品までのめどは立っているというふうに聞いております。ただし、年度内での納品完

了は見込めないために、繰越しをしたいものでございます。 

〇委員長（天野京子） 岩澤委員。 

〇岩澤委員（岩澤 愛） そうすると、おおむね数か月延びるのではないかというような理解でよろしいでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 結論的にはそのように御理解をしていただければというふうに思います。来年度の工事

には支障がないような形で行えるものだというふうに認識をしております。 

〇委員長（天野京子） よろしいでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち企

画政策課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入の主なものについて申し上げます。予算書の34、35ページを御覧ください。下段の16款２項１目２節
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デジタル田園都市国家構想交付金の新たな人の流れ創出事業の1472万1000円、その下のローカルイノベーション事

業の2642万9000円の合計4115万円のうち1073万2000円は、地方創生推進事業などを財源として活用するものでござ

います。 

   少し飛びまして、74、75ページを御覧ください。下段の23款１項１目１節企画費のえちごトキめき鉄道安定経営

支援補助金、76、77ページ上段のえちごトキめき鉄道大規模設備更新支援補助金、次のえちごトキめき鉄道駅舎バ

リアフリー化支援補助金は、いずれも後ほど歳出で御説明いたしますえちごトキめき鉄道への支援のための財源と

して市債を活用するものでございます。 

   次に、歳出の主なものについて御説明申し上げます。100、101ページを御覧ください。下段の２款１項６目企画

費のうち、次の102、103ページの中段、えちごトキめき鉄道安定経営支援補助金は、並行在来線への投資支援スキ

ームに基づき、線路や電力設備等の維持補修にかかる経費について、県と沿線市により支援を行うものでございま

す。その下のえちごトキめき鉄道大規模設備更新支援補助金は、設備更新の緊急性の高い変電所等の大規模な設備

や施設について、県と沿線市により支援を行うものでございます。次のえちごトキめき鉄道駅舎バリアフリー化支

援補助金は、観光客の利便性の向上や高齢者等の安全確保を図るため、妙高高原駅のエレベーター新設に向け、県

と連携した支援を行うもので、令和６年度は実施設計等を予定しているものでございます。次に、その下の総合計

画推進事業は、持続可能な未来を市民とともにつくるため、総合計画審議会での協議をはじめ、議員意見交換会や

市民説明会、パブリックコメントの実施等を通じ、市民ニーズを的確に捉えた実効性の高い第４次妙高市総合計画

の策定に取り組むものでございます。その下の地方創生推進事業は、地域課題や行政課題の解決につなげるため、

首都圏等の多様な人材が集う官民共創施設を活用するなどして、関係人口の創出拡大を図りながら、地域人材との

協働による新たな視点での政策立案や事業化の検討を進めるものでございます。 

   以上、企画政策課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申

し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

   31番、秘書用務についてでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これの広告料というのが出ていますけども、これ広告料というのは何ですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   新聞への掲載広告ですとか、年始の広告、そういうものについての費用でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ一般的に秘書用務というのは、同行したりとかですね、いろんな行政のトップの事務的

なことをやることだと思うんですけれども、何でそんな広告料はこの秘書用務に入っている、その理由は何でしょ

うか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 妙高市の自治体としてのＰＲといいましょうか、そういうものが主たるものですので、

こちらの秘書用務のほうに計上しているというのが実態でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 以前は顧問料だとかね、そういうのもここの秘書用務に入っていた実態があったことを指摘

させていただいた経緯があるんですけれども、やはり秘書用務というのは、一緒に随行してきただとか、そういう
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ね、市長と一緒にこれ当たり前のことだと思うから、そういうところに使うべきことだと思うし、広告だったらま

た全然違う方向のね、予算で出したほうが私はよろしいんじゃないかなと思います。 

   もう一点、この交際費というのが130万出ていますけど、これは何でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） これはですね、各種業界団体ですとか、地域団体などの会合に出席する際の会費が主な

ものでございます。そのほかに慶弔費といいましょうか、香典等を支出する場合にこちらのほうから支出するもの

でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 会合に出られるものって主に何を出すということなんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 商工団体の会合ですとか、地域の皆さん方とのふれあいトークみたいなもの、それから

地域、観光関係団体などとの会合がございます。その際に懇親会が設定をされておりますので、その際の懇親会費

というものが主なものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 具体的にそれは幾らぐらいを予定しているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） １人当たりですけども、大体は5000円になります。会場などによっては１万円程度を支

出する場合もございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 物を持っていくということはないんですか。例えばお酒とか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） その会合の性質といいましょうか、中身によりましては、お酒をお持ちする場合もござ

います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） どのような性質のものでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 例えば安全祈願祭みたいなものですとか、本当に地域の中で膝を交えていろんなお話を

させていただくような場については、お酒をお持ちする場合がございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） お祭りとか何かはどうなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 中には地域のお祭りといいましょうか、安全祈願祭的なものが主だというふうに思いま

すけども、そういう場に出席する際にお酒をお持ちするということでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 挨拶先等謝礼というのは、これは何ですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 関係する団体ですとか、企業などに御訪問、御挨拶をしに伺う場合がございます。その

際、必要に応じて手土産を持参するという際に、こちらのほうから支出をさせていただいております。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは交際費に入る色合いのものじゃないでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 市のほうですけども、慣例としてといいましょうか、こちらを交際費として支出をさせ

ていただいているものは、先ほど御説明させていただきました会合等の会費、負担金ですとか、それから慶弔費的

なもの、そういうものをこちらから支出をするということで説明させていただいてきております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、32番、企画費についてでございます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 32番は100ページ、これはここの企画費というのは、トキ鉄の絡みでございます。今ほど説明

ありました。もろもろ絡んでいます。以前からトキ鉄の大規模改修、妙高高原駅の問題、エレベーターの問題、い

ろいろ特別委員会まで設置してやってきたけども、なかなかそこへ行かなくて、やっとここまで来たのかなという

のが正直なところです。これもここへきた経緯というのは、今さらのごとくということなんですが、具体的に年次

計画っていいますかね、今だってがいしの云々という、こういうのもありましたけども、順調にいくとどうなのか

って、取りあえずはその辺のところ聞かせてもらっていいですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   妙高高原駅のエレベーター新設のスケジュールでございますけども、今年度、令和５年度は地質調査、それから

基本設計を実施しております。来年度、令和６年度は詳細設計、実施設計を行うスケジュールになっております。

本体工事は令和７年度、８年度の２か年で行うというスケジュールになっております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） お金のせいなのか、のんびりしているのか、せっかくやるという気になったらもっとちゃん

ちゃんとやるべきだと。普通の民間だと、こんなのんびりしたことしていないんですよね。どういう気分かなとい

うというふうに思ったりするんですよ。トキ鉄の方針そのものがね、なかなか地域の自治体、我々との関係では、

一致しない部分が非常に多いなというふうに思っているんですが、こっちもお願いする、お願いするという形で言

っているから、ついついこうなってきているというのはあるんですけども、施工かけたら何とかなるという、こう

いう性質のものでもあるんですか。この辺どうですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 結論的には、かなりの短縮といいましょうか、前倒しというのは難しいのではないかな

というふうに思っております。といいますのも、今回のエレベーター新設に係る経費については、国の補助金をい

ただくということを前提としておりまして、その補助金は単年度、単年度の取扱いになるということから、なかな

か融通が利かないという実態があるというふうには認識をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 今の関連ですけれどもね、それにしてもやっぱり遅過ぎると思いますよ。国の予算ありきじ

ゃなくて、利用者側の利便性、予算ありきしてもらわないと、やっぱりそこはね、行政のトップとしてしっかりと

話をしてもらって、今のお話を聞いただけだと、やっぱりそれは行政、要するに国・県、行政の方々のお考えだと

思うんですけれども、使う側にしてみると、あしたにもできてもらいたいぐらいの状況なんですよ。もうそれをや

っぱりね、徹底して言わないと、これもう何十年ですよね。ここまでできたのは、私はそれは評価しますけど、そ

れにしてもせっかく予算ついているのに、またそれを単年度計画制にするなんていうのは、これあり得ない話だと



 

 - 42 - 

思うんですよ。国を重視なのか、国民を重視なのか、どっちなのかということだと思いますよ、これ。いかがでし

ょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   今ほど霜鳥委員さん、宮澤委員さんから御指摘のあったとおりだというふうに思っております。我々市としても

同じような気持ちを持っております。ですので、２月にもですね、国の職員、それからトキ鉄の職員、それから県

の職員、それと我々とで協議会の場がございまして、その場でも私のほうから令和７年度、８年度２か年で、令和

９年度から供用開始ではなく、令和８年のウインターシーズン前に供用開始できるようにぜひ努めていただきたい

というふうな御要望はさせていただいております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このエレベーターとあとやっぱりバリアフリーですよね。このバリアフリーせめてね、どっ

ちかはね、もう来年にはね、できるようなことをやっぱりしむけるような形はね、それはやっぱり行政のトップと

してね、やっぱりもっと営業活動して、それでそこと打合せして、どっちかでもいいからできるような方向、それ

はやっぱり考えてあげなきゃ私はいけないと思います。やっぱりね、要望が出て、それでなくてもね、市民からの

私のところに聞く話だとね、直接電話して、直接要望して、それでいや長野県知事のところに手紙出しただとか、

新潟県知事に来てもらって、あそこのね、番線を見てもらいたいだとか、そういう話まで出ているということは、

みんなもうすぐにでも使いたいということになっているんです。そんな意見含めた城戸市長がやっぱり県・国にど

のように要望して、それをいかに早く今の予算を前倒しできるかということのそういうことをやっぱりやってもら

わにゃいかんと思うんですけれども、城戸市長どうでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   今課長も言ったように、気持ちは予算であって、当然動きもしています。工事的に例えば渋谷駅が今100年に１度

の改修やっていますけど、あれ多分１日１時間か２時間しか工事ができないみたいで、やはり電車を動かしながら

の工事というのは、なかなか多分時間がかかるという、お金だけではなく、電車が動いてくる間は多分工事をしな

いんだと思います。そういう意味でいうと、とても時間がかかるということも一部では理解もしております。ただ

し、今言われたように宮澤委員さんのところに、市民の方から問合せが現に私のところにもその倍以上は多分来て

います。一刻も早くという声があります。そこにできるだけ応えられるように、引き続き働きかけ等を行ってまい

りますが、簡単ではないということを御理解いただきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ぜひですね、よろしくお願いします。バリアフリーもそうだけども、結局トイレね、トイレ

だって近いところにといって、それで観光案内所のところにね、あれだけもう近いんだからね、観光案内所のとこ

ろに造るっていって造ったけど、結果的にはあれだけ遠いじゃないですか。もう利用にすごく不便な状況になって

いる。あれは駅、電車が動いていなくたってできることだと思います。近くにももう少しトイレを造るなり、バリ

アフリーにするなり、そういうことだってできると思いますし、何ていったって今不便なのが実情だと思いますし、

やっぱりそれをやり遂げるのが城戸市長のやはりお力だと思います。なんで、言いたいことも私も分かりますし、

理解もできるし、分かるんだけれども、そこを何とかやっぱりこれだけ議会でも話になっているし、市民からもそ

ういう意見が出ているということを政治家、城戸陽二さんとしてぜひですね、行動を移して、行動をもっともっと

やっていただきたいというふうに思うんですけれども、再度もう一度いかがでしょうか。 
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〇委員長（天野京子） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） その期待に応えられるように守らせていただきます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 言われようとしていることは全部分かるんですけどね、分かるんですけども、やっぱりのん

びりし過ぎるなと、遅過ぎるなということだと思いますよ。せっかくコロナが５類になって、インバウンド、観光、

上越の議会だって、通年観光云々でもって今議会の中でもね、議論をされているわけですよ。お互いに要は通年観

光ということを踏まえて、インバウンドを踏まえて、妙高市の観光経済も踏まえていったときに、やっぱりね、７

年、８年なんて先の話じゃなくて、やりくりできるところ全部やると、お金の面などを踏まえてね。電車が動いて

いるときにどうのこうのって、今回なんか地質調査でしょう。電車が動いていたってできるわけなんだ、ボーリン

グ調査はね。そこら辺を掘っていくわけで、どこまでどうするか分かんないけどね、そういうことを踏まえながら、

この中心がやっぱりトキ鉄の仕事だから、トキ鉄がその中心に座っているのかもしれないけども、そこのところは

やっぱりね、もっと周りから攻めるという言葉よくないけども、ちゃんとしたその対応をしながら、さっき課長が

言ったくらいのスタンスで、ぜひ完成するようにもっと周りから攻めていくということがどうしても必要だという

ふうに思いますんで、今その返事たって立場はそれぞれだということになりますんで、そういう取組を進めていっ

ていただきたいな、併せて伝えておきたいと思います。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 関連してですけどね、妙高市の政治のね、私はね、ここずっとやっていて思ったこと、悪い

こと、選挙が近くなるとどんどん、どんどんできるということなんですよ。そういうことじゃなくて、本当にこう

いう話になってきたときは、市民ベースで、国民ベースでやっぱり今何が必要なのかというのをどんどん、どんど

んやってきたことによって評価が出てくるということもあるんで、ぜひですね、もう早く、早く、こういうことは

やっていただきたい。もう長年のこれは懸案になってくるのを今城戸市長が一生懸命やってここまで来たんだから、

もっとそれを早くできるように、もう来年度でもってすぐ着工できるような方向でぜひよろしくお願いいたします。

すみません。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、33番、総合計画推進事業について。 

   葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 総合計画についてです。新年度に入って間もなく全協の説明があると思っていますし、その

後先ほどのお話ではないですけども、市民説明会ですので、議員との意見交換会も予定されておりますけども、こ

の新しい次期総合計画の特徴点ですとか、新しい視点、方向などはどのようでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   これまでの策定過程についての変化といいましょうか、違いをまず申し上げますと、これまでも何度か御説明を

させていただいてきておりますけども、策定する初期の段階から、市民の皆さん方にも参画をいただいたワークシ

ョップを開催しまして、その中で市の若手職員とともに、いろいろと意見交換をして、妙高市の強み、弱みですと

か、目指すべき将来像、それから新たな政策立案に向けたアイデアみたいなものについて意見を頂戴しているとこ

ろでございます。今それらをできるだけ反映するように努めているところでございます。この点がこれまでの総合

計画とは違う点かなというふうに思っております。 

   それから、皆さん方からいただいた意見を踏まえて、今総合計画の骨子となる部分を作成をしておるんですけど

も、その中で方向性といいましょうか、特徴的なところを申し上げますと、大事にしていく視点として、まず次の
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妙高市を担う人材を育てていこうじゃないかということ、それから行政だけではなく、市民の皆様方、市内事業所

の皆さん方はもちろんなんですけども、妙高市に関わりのある皆さん方からの賛同、協力を得て、力を結集してい

こうじゃないかというようなこと、それから多様な選択肢、人口が減少すると選択肢の幅が狭まってくるというよ

うなことから、できるだけ多様な選択肢をつくっていこうじゃないかというようなこと、それから妙高市が誇れる

ものとして、自然環境があるものですから、自然と共生をして持続可能性を追求していこうじゃないかというよう

な、その４つのところを大事にして総合計画をつくっていこうじゃないかということになっているところでござい

ます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） それとですね、ちょうど2025年から2029年度までの計画期間になると思います。ＳＤＧｓに

ついては、2030がこれが目標年度となっているという意味では、本当に重なるわけです。そういう意味では、この

ＳＤＧｓの集大成の意味合いを持つ期間になると。ＳＤＧｓの政策、施策全般について、どのように新しい総合計

画に反映をさせていこうと現段階で思っておられますでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） おっしゃるとおり2030年度がＳＤＧｓの達成のゴールとされております。次期総合計画、

第４次の総合計画の計画期間は2029年度までですので、第４次総合計画の期間中は、ＳＤＧｓに関係する取組の加

速、拡大をしていかなければいけない期間だというふうに認識をしております。第３次総合計画でも、ＳＤＧｓの

ゴールと主要施策を関連づけてきておりますけども、第４次においても同じように関連づけをしたいというふうに

思っております。その上で、第４次総合計画に基づく施策を推進することイコールＳＤＧｓの達成に近づくものだ

というふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、34番、地方創生推進事業について。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これのですね、旅費交通費197万8000円というのは、これは主にどのようなあれでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） この地方創生推進事業の中では、主に関係人口をつくるということを目的にして事業を

組み立ててきております。そのために首都圏に出向いていったり、新規の事業の調査研究のために出向くための旅

費を計上させていただいております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） どなたが行く旅費なんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   主に企画政策課の職員でございます。その中身によっては、関係課の職員についても一緒に行かさせてもらうこ

ともあろうかというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 官民共創人材活用事業委託料というんですけど、これはどこに委託されているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 今回予算書上、この官民共創人材活用というふうな名称にさせていただいておりますけ

ども、実際この取組は令和４年度からスタートしてきております。実際三菱地所というところが中心となって、丸

の内エリアで働く皆さん方ですとか、学生を対象としたスキルアップの講座を設けておりまして、丸の内プラチナ
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大学というものがございます。そちらのほうに参画するための費用を計上させていただいております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは企画政策課のこれは職員の方がそこに参加するということで計上しているということ

ですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   今宮澤委員さんがおっしゃられたところの委託料のことについてお答えをさせていただきますと、先ほど申し上

げました丸の内プラチナ大学というところに幾つかコースが設けられておりまして、逆参勤交代コースというもの

がございます。概略申し上げますと、首都圏等の学生さんですとか、働いていらっしゃる皆さん方が地方創生のた

めに何か力を発揮しようというための講座でございまして、そちらに妙高市をテーマとしたプログラムを組んでい

ただくと、講座を設けていただく、そのための委託料でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） それは三菱地所に220万円を払ってプログラムをつくるという、そういう理解でよろしいです

か。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 丸の内、大手町周辺の企業の皆さん方の賛同を得て、このプログラムを企画運営してお

りまして、実際にその事務局となっているところはですね、一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協議会

でございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ちょっとよく分からないんだけれども、要はそういう講座のところでＰＲするということで

すかね。そういうことだと私は理解しているんですけれども、その需要は大学生にあるんですか、それともそこに

丸の内の企業の社員にこれをそこのところで提供するものなのか、非常にちょっと分かりづらいんだけれども、何

ですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 説明が不十分で申し訳ございません。このプラチナ大学というものは、東京大手町、丸

の内を中心として、企業で働く皆さん方に対して、スキルアップですとかのための講座を開設しているところでご

ざいます。ですので、そこで妙高市をテーマとした講座を開設していただいて、そこに参画をしたいという方を募

っていただきます。その皆さん方と妙高市が抱える課題ですとか、妙高市でキーマンとなるような皆さん方といろ

いろと意見交換ですとか、交流をしていただくことによりまして、妙高市の地域課題解決につなげていきたいとい

うものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） そういう事例がほかの自治体でもそういう事例でこのプラチナ大学に参画してやっていると

ころは、自治体としてあるんですか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   直近の実績で申し上げますと、長野県の諏訪市ですとか、高知県の須崎市などがその自治体のテーマを設定をし

てコースを組んでいただいているということでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 
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〇宮澤委員（宮澤一照） これらのこういうテーマをつくって、コースをつくったことによってのスキルアップ、要す

るにそれに対して、都会の方々が妙高市に対しての提言をされて、それを総合計画とかいろんなところにつなげて

いくとか、そういうことの理解でよろしいんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   実際令和５年度の実績について申し上げますと、同じように妙高市をテーマとしたプログラムを企画運営をして

いただいております。その中では、７つほどの提案を首都圏の人材の方からいただきました。その中では、磨き上

げることによって事業化の可能性がありそうなものも幾つか出てきております。ですので、そういうものの磨き上

げをするために種をつくりたいというようなこと、それからそこに我々職員ですとか、地域の皆さん方が行って交

流することによって、新たな気づき、発見が得られるということがございまして、そういうことを狙いにして参画

をしたいというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） その参画料が220万ということの理解はしているんですけれども、それは何回ぐらいの講座を

開く予定、プラチナ大学ではあるんでしょうか。１回で220万ということでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   講座はですね、これから組立てをすることによって回数の変動がございますけども、４回程度のものだというふ

うに理解をしております。首都圏のほうで、妙高市の情報発信をする回、それから皆さん方に集まっていただいて、

いろいろと議論、意見交換をしていただく機会ですとか、それから妙高市のほうに足を運んでいただいて、フィー

ルドワークという形で、妙高市をよく見ていただく、妙高市のキーマンと関わっていただくことによって、新たな

気づき、現場を知っていただいた上で、提案をしていただくような中身になっております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） ４回ということで、１回50万ぐらいということで考えたときにね、これが果たして効果的な

のかどうか。広告をむしろそれで出して宣伝して、首都圏の例えばね、いろんな宣伝があると思うんで、そういう

ふうにしたほうがいいのか、今後やっぱり見極める必要があると思いますし、これは委員長にお願いしたいんです

けども、その７つの提案というのがどのような提案だったかということを資料請求お願いしたいと思います。 

   次にですね、エコモビリティ管理・運営委託料255万5000円ということになっているんですけれども、これはどち

らに委託されているんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   妙高ツーリズムマネジメントでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） いわゆるＤＭＯですよね。このツーリズムマネジメント255万5000円をやって、この運営委託

でツーリズムマネジメントは、これに対する運営に対して直接やっているんですか、それともそこでまた委託して

いるんですか、どうなんでしょう。その辺はお分かりでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   直接業務を担っていただいております。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） お客さんをですね、誘致するのにもう精いっぱいなような状況の中で、こういうことの運営

まで委託するということになってくると手が回ってこない、そこに今度いろんな補助金だの、割引だのということ

になってくればもっと手が回ってこない、こういうことに対して行政として人材を派遣するなり、そういうことの

考えというのをお持ちになられないんでしょうか。ただ委託するだけでいいのかどうか、非常に私は疑問を感じる

んですけれども、その辺いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） その組織といいましょうか、ツーリズムマネジメントの中で、今年も実際に業務を運営

していただいておりますので、人員体制はこの業務をするに当たっては確保いただいているものというふうに認識

をしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 先日ＤＭＯの講師の方からのやつでも勉強になったんですけれども、本来のＤＭＯの仕事が

全くそういうことでできなくなってくる可能性が極めて大きい状況だったらば、やっぱり直接こちらのほうでやる

べき仕事ではないかなと私は思うんですけれども、その辺のお考えはいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   市が直接この業務を行うということは、現時点では考えておりません。やはり民間の皆さん方のお力をお借りし

て運営していくものだというふうに考えておりまして、ＭＹＯＫＯ ＢＡＳＥ ＣＡＭＰの一つのこのサイクルポ

ートになっておりますので、そちらと併せて業務を担っていただくことによって、効率的な運営ができるものとい

うふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 次に、企業向けワーケーション効果検証委託料220万というのは、これはどこに委託している

んでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 委託先はプロポーザルによって選定をする予定にしております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これは今回新しい企画でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 全くゼロベースからの新しい取組かというと、そうではございません。これまでも企業

の皆さん方、企業にお勤めの親子、家族連れの皆さん方を対象にして、ワーケーションを推進してきておりますの

で、それの後継版といいましょうか、そういうような位置づけでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 次に、関係人口課題の解決プロジェクト推進委託料ということで、これ800万、約1000万近い

んだけれども、これの委託はどこでやる予定でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） こちらの委託先もプロポーザルによって選定をする考えでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 何社ぐらいからこれを選定していく御予定でしょうか。これどういう会社に委託するのか、
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ちょっと私よく分からないんだけれども、詳しく説明していただきたい。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   この関係人口課題解決プロジェクトの概要から御説明をさせていただきます。こちらのほうは、関係人口をつく

るための取組として位置づけておりまして、関係人口をつくるためにはですね、それ以外妙高市を発信をする、継

続的に発信をして、妙高市に関心を持ってもらうためには、首都圏にそういうことを継続的に行うための拠点が必

要であるというふうに考えております。そのために首都圏にあるこの主要事業の概要のほうでは、官民共創施設と

いうふうに書かせていただいておりますけども、そういう拠点を首都圏に設けたいというふうに思っております。

その拠点で、年間を通じてイベントを開催することによって、妙高市を発信する、魅力を発信したり、妙高市にあ

る課題を発信したり、妙高市にいらっしゃるキーマンとなる方をお連れして発信をしたりします。その中で、そこ

に集まってこられる方と交流をして関係性を築くことによって、関係人口をつくっていきたいというのがこの事業

の全体像でございます。そのためのイベントなりの企画、運営ですとか、首都圏のほうでキーマンとなられる方の

掘り起こしですとか、そういうふうな業務を委託するというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） もうその選定する場所というのがおおむね決まっているんだと思うんですけれども、それは

どういうところにあるものなんですかね。例えば前表参道の裏にあった新潟のネスパスとか、そういうところの２

階でそういうのがあるのか、もしくは例えば渋谷だとか、新宿だとかのそういうところにみんなそういう企業とい

うか、みんなワーケーションの人たちが集まっている、そういうところでそういうものを発信していくか、以前私

どももそういうところを視察に行ったことがあるんだけれども、そういうところから発信をさせていくのか、例え

ばそれかもしくは先ほど来言っていた三菱地所がやっているプラチナ大学、そういうところとの連携した場所でそ

ういうものを発信させていくための予算なのか。この辺はどうなんでしょうか。800万近くということは、相当の予

算額を出しているんだと思うんですよ、そういう販売に対してのね。広告宣伝費じゃないですか、いわゆる。そう

いうのをどのように活用するかというのは、どのような発信の場所かというところってすごく興味深いんですが、

いかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 先ほど申し上げた首都圏側の官民共創施設、発信プロモーション、交流の場として今考

えておりますのは、渋谷キューズでございます。渋谷駅に直結している施設でございまして、そこには企業にお勤

めの皆さん方ですとか、学生さんですとか、多様な人材が集まる場所になっておりますし、集まって事を起こすよ

うな仕掛けもされておりますので、有効だというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） その官民共創施設を活用した関係人口の創出拡大の件で、今の宮澤委員のでいろいろよく分

かりました。ありがとうございます。こちら職員を派遣して、要はつながりを持つ中で、多分職員育成の意味もあ

るのかなというふうに思うんですけれども、ぜひですね、若い職員を積極的に派遣していただけたらなと思うんで

すが、その辺どのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   まさに今田委員おっしゃるように、職員のスキルアップの面からも有効に活用したいというふうに考えておりま

す。具体的に申し上げますと、ワークスペースが普通にある施設ですので、職員が例えばですね、刺激を受けるた
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めに、ワークスペースでリモートワークをしてですね、そこに来ていらっしゃる方と交流をすることだけでも違う

というふうに思っておりますし、このプロジェクトの中で行うイベントにですね、我々企画政策課職員だけではな

く、ほかの課、関係する課の職員が一緒に行っていただくことによって、新たな気づき、発見があるのではないか

というふうに思っておりますので、職員育成の面からも有効に活用していきたいというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ぜひよろしくお願いします。気づき、発見だけではなくてですね、その後の継続ですね、そ

こでできた関係をそれこそ関係人口の創出になるんですけれども、それは市の職員からやっていただくことで、多

分それってすごい財産になると思うんですよね。ぜひ積極的に、今までもいろいろやられていて、いろんな仕掛け

を本当にたくさんしているなというふうに思うんですけれども、職員を育てながら新たな風を呼び込む、首都圏か

らということで活用していただければと思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、35番、テレワーク研修交流施設管理運営事業についてです。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） 管理運営委託2000万円ぐらいなんですけども、これほとんど人件費でしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   そのとおりでございます。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） これは単費ですよね。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） そうでございます。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。人件費で2000万円かかるということで、結構かかるなという印象な

んですけど、必要だということであればいいんですけど、2022年７月オープンだったんで、１年半ちょっとたって

きていると思うんですけれども、最初は目新しいから結構人来ていたと思うんですけれども、最近の推移はどんな

ものでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   令和５年度、今年の１月末までの実績ですけども、入場者数が２万3278人、利用者数、実際に料金を支払ってい

ただいて施設を利用していただいている方でございますが、2507人でございます。令和４年度と比べるに当たって

は、一月当たりの数で比べるのが分かりやすいかなというふうに思うんですけども、利用期間が違いますので、一

月当たりでちょっと比べさせていただきますと、入場者数につきましては、17％ぐらい減っているというのが実態

でございますし、利用者数が５％程度の減少でございます。これは、理由としましては、令和４年の７月にオープ

ンをしたときには、７月、８月で4000人を超える利用者がございまして、その後2000人台で推移をしております。

令和５年度の実績を見ますと、大体2000人台で推移をしておりますので、これが通常の利用実態なのかなというふ

うに分析をしておるところでございます。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。結構知り合いの観光業の方から、利用が少ないんじゃないというお
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声もいただいていて、私も何回か行ったりもしたんですけれども、ある程度の利用があるというところで、多分１

か月単位とか、年単位とかの中・長期的な利用とかもあったりするから、人数のカウントで結構増えるって感じな

んです。ここに来てもらうのが目的じゃなくて、ここをうまく活用していかに妙高にお客さん来てもらうかという

ところなんですけれども、ＤＭＯに管理運営委託しているというところで、旅行商品の販売とかで、こういったも

のをＰＲというか、営業とかっていうのは、何か具体的にやっているものあるんでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   この施設単体を売りにして旅行商品化、誘客をしているものはないというふうに認識をしております。この施設、

行政としては、定員規模もそれほど多くございませんので、それを多くの皆さん方が集まるような性質のものでは

ないかなというふうに思っておるところでございます。ただ、一定数の利用をしていただいて、多様な皆さん方か

ら御利用いただくことによって、何かしらの交流から生み出すものがあるというふうに期待をしておりまして、そ

ういうふうな仕掛けは必要なのではないかなというふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） もう終わります。すみません。2000万かけているのでですね、何かうまく生きてくるといい

なというふうに思います。 

   最後、自主事業であそこサウナ造るという話、あれってどんな状況なんですかね。すみません、勉強不足で。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 当初自主事業としてそのような提案があったということは承知しておりますが、実際の

ところは行われてございません。（後刻訂正あり） 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 当初からですね、新しくなったビジターセンターとの相乗効果によって、あるいはいわゆる

インバウンドの皆様方も、この妙高高原の地にたくさんお越しになるだろう、そういった方々も含めた意味での関

係人口づくりというのも一つの狙いにあったと思います。そういう意味でコロナの関係もあったものですからあれ

なんですけども、今その外国人の利用者、この利用者が今実態はどのようでしょうか。そしてまた、今後この外国

人の方を巻き込んだ、いわゆるこのテレワーク研修交流施設の活性化についての考え方はいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   外国人の方に御利用いただいているというケースもかなり増えてきているというふうに聞いております。実数ま

では把握し切れてございませんが、窓口業務の従事している方への聞き取りですと、大体グリーンシーズンでは３

割ほどいらっしゃるのではないかというふうなことでございまして、冬場になりますと、４割程度の皆さん方が利

用されているのではないかなというふうに思っております。妙高高原地域は、かなり外国人の方が不動産を取得さ

れて、居住されるようなケースも増えてきておりまして、そういうような方々がお立ち寄りになられるということ

が増加傾向にあるのではないかなというふうに思っております。このような傾向を踏まえて、外国人の皆さん方へ

の情報発信も、指定管理者としては努めていただいているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） このテレワーク研修交流施設で、今先ほど課長のね、答弁ではサウナやっていないというけ

れども、これやっていますよね、テントサウナ。インスタグラムに多く出てられますけれども、その辺は把握され

ておりませんか。 
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〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 申し訳ありません。私の説明が間違っていたようでございます。申し訳ありません。訂

正をさせていただきます。令和４年度の実績報告を見ますと、やられたという実績報告を頂戴しておるようでござ

います。申し訳ありません。訂正させていただきます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） そういうのをやられるんだけれども、基本的にテントサウナというのは、冷たい水があって、

それでサウナに入って、着替えるところがあって、しっかり休むところがあって、それとテレワークっていったっ

て、それはね、やっぱり結びつかない部分があって、あの建物として。本来そもそもあそこを造るに当たっては、

ビジターセンターがあって、何が何だかよく分かんないうちにあそこのところ建物を造ったんですよ。予算がつい

たからそれを造るということで造られたんだと思うんだけれども、どうもそこのところに無理がある企画が結構多

いと思うんで、やっぱりこれだけ2000万、先ほど島田委員もおっしゃられたように、かけてこれからも継続させて

いかなきゃいけないんだから、いかにビジターセンターのお客さんをそちらに流して、要するにそこで仕事やね、

いろんなことをできるかということにやってもらえればと思うんですけども、すみません、私ね、何を１つ言いた

いかというと、あれを造るのに１年足らずで造られたじゃないですか。そのときにエレベーターだってあっという

間にできちゃったのに、何でＪＲのところであんなのできないのか、何十年かかるのって。自分の肝煎りのところ

にはあっという間にできちゃうんですね、１年ちょっとで。なんだけれども、確かに列車は動いているから大変だ

ろうけれども、何十年はないんじゃないのということは含めて、せっかくね、２階なのにエレベーターつきの立派

な建物を造られた。ですから、これちゃんとお客を誘致できるようにぜひしていただきたいと思うんですけれども、

そこの中には飲食店も入っていると思いますが、そことの相乗効果というか、効果はどれぐらいになっているか、

それだけ教えてください。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   テレワーク研修交流施設は、リモートワークをしていただく方に御利用いただくことがメインでございますけど

も、おかげさまでキッチンといいましょうか、カフェへの利用者はかなり増えてきているというのが実態でござい

ます。といいますのは、施設を利用されている方が飲食をされる利用ももちろんございますけども、カフェだけを

利用されるためにあの施設を訪れるというふうな利用者の皆さん方もかなり多くいらっしゃるというふうに見受け

られます。ですので、カフェとそれ以外の施設とを機能連携させることによって、利用者数を増やしていきたいと

いうふうに考えております。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） そうすると課長が先ほどおっしゃられた17％減ということなんですけれども、増えていれば

これは減少しないと思うんですよ。私はね、１つあれなのは、ビジターセンターにもやっぱりリモートワークでき

る場所があって、それでここのテレワーク研修会場にもあると。ビジターセンターにもカフェがあって、それでこ

こにもカフェがある。どのように連携するかということというのがもっと増えていく要因に必要になってくると私

は思うんですよ。なんで、すごい羨ましい限りなんだけど、私自分で事業やってすごい大変でというときに、これ

だけのいい施設があって、これだけのものがある、これをいかに生かしていく、17％減って僕はあり得ない部分が

あって、我々としては立地的にもすごくいいところなんでね、その辺含めて正式などれぐらいの数字で今推移して

いて、今後どれぐらい上げていくのにこの2000万のお金がかけられるのかというところをちょっと教えていただき

たいんですけれども、よろしくお願いいたします。 
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〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   先ほどの島田委員の御質疑の際に17％減というふうにお答え申し上げたのは、単純に一月当たりで見ると、その

ような傾向になっているんですけども、オープンしたての７月、８月というのは一時的な増加というのがかなりあ

ったというふうに認識しております。それが令和５年度と同じような利用者数であったと仮定すると、ほぼ横ばい

の利用者数になっているというのが実態でございます。いずれにいたしましても、さらなる利用促進、利用者数の

増を図っていかなくてはいけませんので、施設単体ではなくて、ビジターセンターですとか、それ以外の施設との

連携による相乗効果というのは高めていく必要があるのかなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） それでは、そのほか歳出に対する質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   67番、デジタル田園都市国家構想交付金について。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） では、69番、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金についてでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これの内容を教えていただければありがたいんですけれども。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   この防衛の調整交付金の基金繰入金でございますけども、調整交付金を有効活用するために、それを原資として

基金というものを平成29年度に設置をいたしております。その基金を運用しているものでございまして、ここの令

和６年度の予算に計上させていただいているものは、その基金の一部を取崩しをして、歳入として繰り入れるとい

うものでございます。この繰り入れた後に、その規則で充当できる事業というものを定めているんですけども、そ

の事業に充当するための財源として、繰入れをするというものでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません。ちょっと私勉強不足であれだったんですけれども、平成29年に確かに基金とし

て最初に1500万ぐらい入れたと思うんですよ。その後今どれぐらいの基金になっているんでしたっけ。それをちょ

っと聞きたい。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   令和５年度末で申し上げますと、合計で7300万円ほどの基金がございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 主にその使用はどのようなところに使用するんでしょうか。それってどこか何ページかなん

か書いてあるんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   先ほど申し上げたように、この基金の規則で充当できる事業というものを規定しております。令和６年度につい

て申し上げますと、建設課の道路管理事業、道路の修繕等を行う事業でございますし、もう一つは環境生活課の生

活交通確保対策事業に充当するということとしております。 
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〇委員長（天野京子） 歳入に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、14時40分まで休憩いたします。 

休憩  午後 ２時０６分 

再開  午後 ２時４０分 

〇委員長（天野京子） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、財務課と会計課の審査に入ります。 

                                                     

  議案第１２号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１３号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） まず、議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第12号 令和５年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第13号）

のうち財務課所管事項について御説明申し上げます。 

   まず、歳出について申し上げます。補正予算書の10、11ページを御覧ください。上段の２款１項17目妙高山麓ゆ

め基金費につきましては、ふるさと納税への関心の高まりに加えて、返礼品のリニューアルやポータルサイトの充

実などにより、寄附額が増加していることから、不足が見込まれる寄附者への返礼品代やふるさと納税ポータルサ

イトの利用料などに係る手数料のほか、基金への積立金の費用として、総額5406万円を補正したいものであります。 

   次に歳入ですが、８、９ページを御覧ください。上段の19款１項３目妙高山麓ゆめ基金寄附金は、ふるさと納税

による寄附額の増額分として4000万円を補正したいものです。 

   最後に、その下の21款１項１目繰越金につきましては、令和４年度からの繰越金の一部を補正財源として計上す

るものであります。 

   以上、財務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第12号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。お

られませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項 

〇委員長（天野京子） 次に、議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち当委員会所管事項についてを

議題とします。 

   まず、財務課から始めます。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計予算のうち財務課

所管の主なものについて御説明申し上げます。 
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   まず、歳入について申し上げます。予算書20、21ページを御覧ください。中段の２款地方譲与税は、地方揮発油

税、自動車重量税及び森林環境税等の各譲与税で、法令に定める配分方法により市町村へ譲与されるものです。 

   次に、下段の３款利子割交付金から23ページ中段の９款環境性能割交付金までの各交付金は、いずれも都道府県

税の一部について、それぞれの交付基準に応じて市町村へ交付されるものです。 

   次に、下段の11款１項地方特例交付金は、住宅ローン減税に係るもののほか、令和６年度に予定されている定額

減税による個人市民税の減収分を補填するため交付されるものです。 

   その下、12款地方交付税のうち普通交付税は、令和５年度の実績や国の財源の伸び率等を考慮し、前年度比1.8％

増で見積もっています。 

   少し飛びまして、62、63ページを御覧ください。下段の19款１項３目妙高山麓ゆめ基金寄附金は、ふるさと納税

による寄附金として２億8000万円を見込んでいます。 

   次に、20款１項１目財政調整基金寄附金は、予算の財源調整として５億7000万円の繰入れを予定しています。 

   その下、２目市債管理基金繰入金は、金利の上昇に伴い、公債費の将来負担を軽減するために実施する繰上償還

の財源として２億7525万円を繰り入れるものです。 

   64、65ページの上段の６目妙高山麓ゆめ基金繰入金につきましては、令和４年度の寄附金相当額を各種事業へ充

当するため繰り入れるものです。 

   その３つ下の９目公共施設等適正管理基金繰入金は、勤労青少年ホームの解体撤去工事などに係る財源として、

１億9930万円を繰り入れるものです。 

   次に、74、75ページを御覧ください。下段から79ページまでの23款市債は、公共施設などの社会資本整備に対し

ての借入れのほか、過去に民間の金融機関から借り入れた借換債８事業と臨時財政対策債を発行するものです。 

   次に、歳出について申し上げます。92、93ページを御覧ください。中段の２款１項１目一般管理事業（財務課）

では、市が発注する建設工事のうち、施工成績が優良な工事等を表彰するほか、電子契約システムを新たに導入す

ることにより、契約業務の利便性の向上と効率化を図ります。 

   少し飛びまして、122、123ページを御覧ください。中段の２款１項17目妙高山麓ゆめ基金費では、ふるさと納税

制度を活用し、市の魅力の発信とともに、地元特産品等の開拓や販売促進などに取り組みます。また、ふるさと納

税推進員を配置し、さらなる寄附促進を図ります。 

   最後に、大きく飛びまして、332、333ページを御覧ください。上段から次ページ上段にかけての12款公債費のう

ち１項１目元金は市債の元金償還金、２目利子のうち市債利子償還金は、市債に係る利子償還金であります。 

   以上、財務課所管の主なものを御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（天野京子） これより議案第２号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   歳出から始めます。 

   41番、妙高山麓ゆめ基金事業について、予算書123ページです。 

   今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。ふるさと納税の関係なんですけれども、主要事業の概要にも、市内

事業者等と連携したプロモーションの実施とか、何とか頑張って寄附額を増やしていく方策が書かれていると思い

ます。今財務課のほうで担当していらっしゃると思うんですけれども、観光商工課が例えばこの間愛知県に雪を持

ってプレゼントをしたりしています。それから、企画政策課さんが首都圏企業と一緒に何か関係人口の創出とかい

ろいろあると思うんですけれども、財務課だけではなくて、全庁的な取組が今後できないかなというふうに思いま
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す。それについて考えいかがでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ふるさと納税の取組につきましては、財源確保として有効な手段であるとは思っております。それで、今年度も

そうですけども、年度初めなんですけども、寄附金の確保、増収を図るためにですね、全庁連携の下、職員一人一

人が営業マンという意識を持って市外に向けたＰＲと具体的に寄附金に結びつく取組を行ってほしいということ

で、予算執行に当たっての文書のほうを出させていただいております。今ほど言われましたけども、情報発信です

とか、ＰＲという面では、観光のイベント、それから移住、定住イベント、あと観光人口創出向けた様々な取組の

中で、首都圏の方との触れ合い、交流する機会も多く出てくるかと思います。そういう機会を捉えるですとか、あ

と返礼品の開拓という面では、特産品づくりということで、商工分野、農林分野と連携を図っていかなければなら

ないと思っておりますので、引き続き連携しながらですね、さらなる寄附促進のほうを図ってまいりたいと思って

おります。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 昨年の９月議会に、私のほうで提案いたしました専門人材の活用など、体制面での工夫、改

善がなされたようでありますけども、具体的にどのようなことをするのか、お願いいたします。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   寄附促進を図っていくためには、情報発信、ＰＲ強化、それから返礼品の拡大とともにですね、やはり体制の強

化を進めていかなければならないと思っています。そういう意味では、来年度ふるさと納税推進員ということで配

置をさせていただきたいなと思っております。具体的な取組につきましては、ふるさと納税に関する寄附者、事業

者からの問合せへの対応、それからふるさと納税返礼品提供事業者へのサポート、事業所訪問、それから寄附促進

に向けたＰＲ施策の検討、ホームページの充実ですとか、リピーターの確保に対する対応、それからふるさと納税

関連経費の経理事務というような形で配置していきたいなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 予算書123ページのこの会計年度任用職員報酬ということで理解してよろしいですか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） 予算書に載ってあります会計年度任用職員につきましては、ふるさと納税推進員ということ

でお願いします。 

〇委員長（天野京子） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 分かりました。ふるさとこのゆめ基金ですけどね、やっぱりそのやりよう、見せ方によって、

非常に伸び代のある事業だと思っています。そういう意味で、今回も工夫、改善がなされまして、こういう推進員

ですか、設置されたことは評価したいと思っていますし、またこれにですね、初年度になりますけども、そこが頂

点じゃなくて、まだまだ高みを目指して、これ何十億も稼いでいる自治体が現に県内でも数自治体あるわけですの

で、そこに追いつけ、追い越せじゃないですけども、さらなる高みを目指して頑張っていただきたいと思っていま

す。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 伸び代がかなりあるという、未知数にあるという、こういう形になるんだろうと思いますけ
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ども、今回補正予算でもね、返礼品の絡みでもって補正を組んでいるという、こういう状況でもありますし、それ

からそれをベースにしながらということだと思うんですけども、１つには返礼品の開拓ということでもって今説明

もありましたけども、庁内だけの対応でということだけじゃないというふうに思うんですけども、この掘り起こし

というのは、どういう形で進めてまいりますか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   返礼品つきましては、当市の魅力を生かしていくためにはですね、地域を訪れてもらって体験してもらうという

事重視、事を体験するといいますか、そういう部分を重視した返礼品の開拓を進めていきたいなと思っています。

そういう意味では、宿泊事業者を回っていくだとか、今ビジターセンターのほうでも、ツアーデスクですか、そう

いう部分で体験のものを取り組んでおりますので、そういうものも返礼品に加えながら、ぜひこちらのほうに訪れ

てもらって、またいろいろな形でつながっていくような形にしていきたいなと思っているところでございます。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 課長が今言われたような形で、要は現地でふるさと納税ができる仕組みの検討とここにも書

かれているんですけども、まさにそれなのかなというふうに思ったりしているんですね。だから、言うなれば返礼

品そのものについても、新しい発想、そこに着目するという、そういう意味合いなんだろうというふうに思うんで

すけども、そういったときには、いろんなところを呼びかけっていいますか、いろんな所管課との兼ね合いの中で、

そういうものの掘り起こしというのもできていくんだろうなというふうに思うんですけどね、こんなものがあんな

ものがというあたりもあり得るんじゃないかと思うんですけども、その辺の発想的なものはどういう感覚ですか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今年度入りまして、ゴルフチケットですとか、あと昨年度からですけど、高谷池ヒュッテの宿泊券、それから宿

泊施設ですけれども、泊まるんじゃなくて、現地で使える宿泊利用券みたいなのも増やしたら非常に好評ですので、

そういう部分をもっと広げていきたいなと思っておりますし、またすごいたくさんの観光客が来ておりますので、

ここに来たときに、当市のまちづくりとかに共感していただいて、それが寄附につながっていけばいいかなと思っ

ていますので、そういう取組、ＰＲを充実させていければなと思っております。 

〇委員長（天野京子） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そういう広い視野に立ってという形でもって、例えば特産品であったり、あるいは観光地で

あったり、あとは人との交流の絡みであったりという、そういう発想でいくといろいろあるんだなというふうに思

ったりするんですけども、それにはそういう発想する人をそれなりきに置いておかなきゃいけないのかなって思っ

たりするんでね、その辺のところまで視野を広げてもらえれば、また違った目線でもって出てくるのかなと思った

りするんですけども、そういうところまで広げていただければというふうに思います。 

   以上です。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、45番、予備費、予算書335ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ例年に比べて多いんですか、少ないの、どうなんでしょうかね、これ最初に。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） 予備費につきましては4000万円、合併以降4000万円ということで、予算に計上させていただ

いております。 
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〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ合併以降ということなんだけれども、使ったときあるのかどうなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   平成30年から令和４年度の５年間で平均で1330万4000円、平均ですけども、充用財源として使わせていただいて

おりますし、一番多いのが令和４年度の2733万7000円ということでございます。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 主にどのようなものに使うんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   令和４年度につきましては、施設整備の緊急修繕ですとか、鳥インフルエンザの対応、それから裁判費用等もあ

りましたので、その着手ですとか、成功報酬等に充用させていただいておりますし、令和５年度につきましては、

非常に木の風における倒木が相次いだということで、倒木の被害防止のための取組ですとか、夏の渇水、高温対策

でのポンプ等の購入等に予備費を活用させていただいたところです。 

〇委員長（天野京子） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   まとめまして。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） これ税務課長ね、まとめてなんだけれども、借換債ってあるでしょう。これというのは、主

にどういうものをいうんでしたっけ、有利なとこに借換えしていくんでしたっけ。違うの。ちょっと説明してもら

いたい、もう一回。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   市債の中に借換債があるんですけども、こちらにつきましては、民間の金融機関から借り入れた地方債につきま

しては、10年ごとに借換えを行っていかなくちゃいけないという部分がありますので、10年目で残りの元金を一旦

払って、新たに借り入れてまた返済をしていくというような仕組みになっています。それで、今回載っている借換

債につきましては、平成26年度に入れた借入金でございまして、その部分の返済が10年たちましたので、返済を行

うというものでございます。ただ、平成26年度の時点では、利率については0.28％から0.34％の借入れだったんで

すけども、直近の利率を見ますと0.91％ということで上がっておりますので、借換えしても下がることはなくて、

利息が増えるというような形になります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 要するにその10年間でというのを最初に返さなきゃいけないの返すと、それだけの幅が出て

くるじゃないですか。それもある程度の幅というのは、0.19％ということになるの。要するに借りていて、それで

借りたのを一回返すと、そのものが幅が出てくるじゃないですか、そこのところでその幅があるんでということで

事業主とか我々もそうだけど、それで借りたりして、この幅で何とか調整する、運営するような形って結構あるん

ですよ。そういうのなのかね、これ、どうなんでしょうかね。あべこべ。ちょっともう一回説明してもらいたいん

だけど。 
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〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   例えばですね、1000万借りたとして10年たったら500万返済していて500万が残りましたということになりますと、

今度は500万を一括また返して、借り入れて、また500万から返済が始まっていくというような形ですので、その空

いている500万をさらに借りるという意味じゃなくて、1000万借りていたのが500万に減りました。その残っている

500万をもう一回起債を組んで返済して、借換えして、次のまた10年間、15年間に返済をしていくというような形に

なります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） そうすると、その利息というかあるでしょう、その利息の運用というのはできるんですかね、

それってどうなのかな。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） 当初借り入れたときの起債がですね、８事業で0.28％から0.34％だったんです。ただ10年後、

今これから借りるとなると、0.28％、0.34％では借り入れられなくて、0.91％で借り入れなくちゃいけないという

部分になります。それをシミュレーションしますと、借換えによって約442万2000円の利息が増加するというような

形になります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 分かりました。臨時財政対策債というのがあるじゃないですか。これって、一旦は行政が立

て替えてそれで後から戻ってくると、こういうのだと思うんだけれども、これに対する市としての負担というのは

結構あるもんなんですか、どうなんでしょうか。負担というのはやっぱりそのプレッシャーというか、あるもんな

んだろうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   臨時財政対策債につきましては、地方交付税の財源不足を国と地方で折半して、地方の負担分を地方債として、

市が借り入れる部分なんですけども、その借り入れた部分に対する元利償還金につきましては、全額後年度の地方

交付税で基準財政額に算入されるというような形になっておりますので、借り入れた分は交付税として、普通交付

税のほうに算入されているという理解でおります。 

〇委員長（天野京子） 宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） 一旦立て替える部分というのがこれだけ自主財源が少なくなってきている状況の中では、結

構負担になるんじゃないかなと思うんだけど、後で交付税として戻ってくるのは理解できるんだけれども、要する

に折半したときに借入れするじゃないですか。そうなんだけれども、結構それに対する負担が大きいんじゃないか

なと。なぜかっていったら、それ財政の運用はいいんだけれども、自主財源の確保というのが非常に難しくなって

きている、少なくなってきているのも実態じゃないですか、そういうことを考えたときにどうなのかなと思って質

疑させてもらったんですけど、どうなんでしょうか。 

〇委員長（天野京子） 財務課長。 

〇財務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   確かに借入れしますと、次年度以降の公債費等が返すお金が増えてくるという形になりますけども、その分また

毎年毎年普通交付税の中でお金が入ってくるという部分の中では、特に負担にはなっていないのかなと思っており

ます。 
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〇委員長（天野京子） 歳入に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて財務課に対する質疑を終わります。 

   次に、会計課の所管事項です。 

   提案理由の説明はありませんが、議案第２号の当委員会所管事項のうち会計課の所管事項に対する質疑を行いま

す。 

   それでは、47番、会計管理費、予算書97ページでございます。 

   島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） 予算の金額云々の話じゃなくて申し訳ないですけど、私も役所を辞めて１年たとうとしてい

るんですけど、どうやら会計伝票の電子決済がスタートしているのか、するのかという状況だというふうに伺って

いたんですけど、まずもうスタートしているんでしょうかね。 

〇委員長（天野京子） 会計課長。 

〇会計課長（植木淳） お答えいたします。 

   新財務会計システムにつきましては、今回の令和６年度予算につきましては、予算の編成作業から運用を開始し

ておりますし、一般的に収入、支出の支払いの関係につきましては、令和６年度４月１日からの運用という形にな

ります。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。ちなみにほかのところでやっていたりするんですけど、請求書の電

子媒体での扱いというか、紙の請求書をやめるというような取組をしているところもあるんですけど、それも併せ

てやる予定なんでしょうか。 

〇会計課長（植木淳） お答えいたします。 

   請求書の電子請求といいますか、という形のものにつきましては２種類あるかと思います。１つは、もう仕組み

として請求書のフォーマットが決まっていまして、それを請求する業者さんのほうに御提供する中で全て入力をし

ていただくという形のものと、もう一つは今既に行っているんですが、請求書を紙の形で郵送ではなくてですね、

ＰＤＦにとってもらったものをメールで提出いただくという形もありまして、そちらについては、今現在もそうい

う対応をしているという状況でございます。 

〇委員長（天野京子） 島田委員。 

〇島田委員（島田竜史） ありがとうございます。状況は分かりました。伝票切る時間結構多くて、職員の業務の中で

の結構無駄だなと思っていたんで、そういうふうに電子化等も含めて進んでいくのがいいのかなと思っていて、何

かまだすぐはできないんでしょうけど、伝票の起票自体もう今の時代だから自動でできるようなシステム構築とい

うか、そういったのもちょっと御検討いただきたいなというふうに思っています。 

   以上です。ありがとうございました。 

〇委員長（天野京子） 続きまして、48番、財政調整基金費、予算書123ページでございます。 

   宮澤委員。 

〇宮澤委員（宮澤一照） すみません。これって利子分というと、これ何％ぐらいなんですかね。 

〇委員長（天野京子） 会計課長。 

〇会計課長（植木淳） お答えいたします。 

   財政調整基金につきましては、今現在定期預金、主に３か月定期になりますが、定期預金で運用している部分、
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それからあと債券で運用している部分がございます。今具体には少し数字がいろいろ変わっていますんであれなん

ですが、平均しますと0.4％ぐらいの利息かなというふうに思っております。 

〇委員長（天野京子） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） 続いて、歳入ですが、質疑予定者はございません。よろしいでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（天野京子） これにて会計課に対する質疑を終わります。 

   以上で議案第２号の当委員会所管事項のうち財務課と会計課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行い

ます。 

                                                     

〇委員長（天野京子） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了いたしました。 

   これをもちまして総務文教委員会を散会いたします。どうも御苦労さまでした。 

散会  午後 ３時１０分 

 

総 務 文 教 委 員 長 


